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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
一
昨

年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
年
と
し
て
期

待
さ
れ
た
一
年
で
し
た
が
、
世
界
経
済
の
変
調
、

領
土
問
題
を
め
ぐ
る
中
国
、
韓
国
と
の
関
係
悪
化

等
、
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
変
厳
し
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
経
済
は
相
変
わ
ら
ず
デ
フ
レ
が

続
き
、
一
部
ユ
ー
ザ
ー
の
中
に
は
他
素
材
容
器
に

移
行
す
る
動
き
が
い
ま
だ
に
あ
り
、
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
平
成
25
年
の
当
連
合
会
の

活
動
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
第
一
に
Ｐ
Ｒ
活
動
の

継
続
と
強
化
で
あ
り
ま
す
。
特
に
今
年
は
一
般
缶

を
容
器
と
し
て
使
用
し
て
い
る
商
品
を
広
く
世
の

中
に
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
方
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
一
般
缶
商
品
を
業
界
関
係
者
の

皆
様
、
及
び
家
族
の
方
々
に
広
く
ご
利
用
し
て
い

逆
境
の
今
こ
そ
連
帯
し
て
需
要
喚
起
活
動
を

定
村
　
光
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た
だ
き
、
業
界
内
部
か
ら
需
要
を
喚
起
す
る
活
動

を
中
心
に
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。
ま
ず
は
我
々

の
足
元
か
ら
需
要
の
波
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
第
二
は
小
学
生
、
中
学
生
な
ど
将

来
の
消
費
者
の
主
力
に
な
る
子
供
た
ち
に
一
般
缶

の
特
性
を
知
っ
て
も
ら
い
一
般
缶
に
小
さ
い
と
き

か
ら
馴
染
ん
で
も
ら
い
、
将
来
的
な
一
般
缶
の
需

要
の
喚
起
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
、
学
校
関
係
に
も
こ
の
活
動
を
働
き

か
け
て
い
く
方
針
で
す
。

　

一
般
缶
を
取
り
巻
く
状
況
は
一
層
厳
し
く
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、〝
逆
境
〞
の
と
き
こ
そ
、
業
界

が
連
帯
を
求
め
ら
れ
て
い
る
時
で
す
。
こ
の
二
つ

の
テ
ー
マ
を
中
心
に
今
年
も
当
連
合
会
は
活
動
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
今
年
一
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、

〝
明
る
い
年
〞
で
あ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
円
高
や
電
力
問
題
な
ど
、
国
内
事
業
環

境
は
引
き
続
き
厳
し
い
中
、
世
界
経
済
の
減
速
傾
向

が
強
ま
り
、
そ
の
一
方
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
鉄
鋼
業

の
生
産
能
力
は
増
え
続
け
た
た
め
、
急
速
に
過
剰
供

給
構
造
に
陥
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
背

景
の
下
、
韓
国
・
中
国
等
と
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
大
競

争
の
時
代
に
突
入
し
、そ
れ
に
伴
い
、市
況
は
低
迷
し
、

国
際
的
な
保
護
主
義
も
強
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
鉄
鋼
業
界
が
今
後
も
継
続
的
な
成

長
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
鉄
鋼
業
だ
け
で
な

く
、
鉄
鋼
の
重
要
な
供
給
先
で
あ
る
我
が
国
製
造
業
、

我
が
国
産
業
が
強
靭
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
我
が
国
の
産
業
は
、
高
齢
化
等
の
課

題
先
進
国
と
し
て
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
通
じ
た
成
長
と
と
も
に
、
海
外
の
成
長

を
広
く
、
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

鉄
鋼
業
と
し
て
も
、
ま
ず
は
、「
徹
底
的
な
経
営

基
盤
の
強
化
」
が
重
要
で
す
。
内
需
を
確
実
に
取
り

込
み
、
海
外
需
要
を
獲
得
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経

営
基
盤
を
強
化
し
、
国
際
競
争
力
の
維
持
・
強
化
を

図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
産
・
流
通
体
制
の
集
約

化
・
効
率
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
コ
ス
ト
競
争
力
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
高
度
な
製
品
開
発
を
加
速
化

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
昨
年
は
象
徴
的
な
経
営

統
合
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
、
競
争
力
強
化
に

向
け
た
再
編
等
の
動
き
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
輸

送
機
器
等
の
軽
量
化
に
資
す
る
革
新
鋼
板
の
開
発
や
、

異
種
材
料
の
接
合
・
複
層
化
技
術
な
ど
の
開
発
に
、

官
民
あ
げ
て
取
り
組
む
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
国
内

事
業
環
境
の
整
備
に
向
け
、
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン

グ
上
問
題
と
な
る
税
制
等
の
見
直
し
や
物
流
イ
ン
フ

R

一般缶材質表示マーク

一般缶商品購入キャンペーン実施中
　全日本一般缶工業団体連合会は昨年12月から「もっと使おう、贈り物
もイッパンカン」を合い言葉に一般缶商品購入キャンペーンを実施中です。
私たちの生活の一部を支えている「缶入り商品」。その優れた機能性や美

しさをもっともっと世の中に広
めていくため、まずは一般缶業
界に関わりをもつ人たちが、す
すんで缶入り商品を購入して
いこうという趣旨で始めました。
春夏秋冬、色 な々シーンで贈り
物を選ぶ機会はたくさんありま
す。その際にはぜひ缶入り商
品をお選びください。

「缶入り商品」を自社で手作り─（有）鳥居製缶
　（有）鳥居製缶（本社：静岡市、社長鳥居廣氏）では毎年、お年賀用に「缶
入り商品」を自社で作っている。自社の缶を必ず使うことを原則に社員の中で
企画し中身は金平糖、煎餅、落花生、タオルなど何でもＯＫ。受け取られた方か
ら「どこで売ってるの？」と聞かれることもあり、
「限定非売品」ながら本当に新規受注がとれ
たこともあるそうです。今年は自社製のサーク
ル缶に手作りラベルを貼りこれまた手作りのクッ
キーを入れて作った＝写真。同社では「多くの
缶は贈答向けに作られているので機会があれ
ばいろいろな場面で使ってみたい」（鳥居社
長）と自ら缶の需要拡大に取り組んでいる。

全日本一般缶工業団体連合会

「東京パック」「エコプロ」に出展
一般缶を大いにＰＲ！
「東京パック」「エコプロ」に出展
一般缶を大いにＰＲ！
　全日本一般缶工業団体連合会は、一般缶ＰＲ事業
活動の一環として、東京ビッグサイトで開催された２大
展示会に出展した。

「2012東京国際包装展」（東京パック）（24.10.2～5）
　「もっと知ろう、もっと使おう一般缶」をキャッチフレー
ズに、優れた特性の１つ「密封性・気密性」を強調し、
そのイメージをアピールするため、食品等中身入りの一
般缶を中心に展示。来場者数は、前回を上回る６万５
千人。当ブースでは２千セット用意したパンフレット、スラ
イドケース入りの袋はすべてなくなる盛況ぶりでした。

「エコプロダクツ2012」（24.12.13～15）
　例年通りスチール缶リサイクル協会、全国十八リット
ル缶工業組合連合会と共同で出展。来場者数は、前
回を若干下回る17万８千人。当ブースにも午前中から
午後にかけ小中学生が押し寄せクイズに挑戦。最終
の土曜日は家族連れで混み合い、３日間にわたり、エコ
に貢献する「一般缶」をＰＲした。

賑わいを見せたエコプロダクツ2012多くの方が訪れた東京パック2012

全日本一般缶工業団体連合会

平成２４年４月～１１月迄の一般缶生産出荷実績
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年　月

経
済
産
業
省
デ
ー
タ

連
合
会
デ
ー
タ

生　産
出　　荷

販　売 その他 在　庫

（単位：ｔ）

６，９８２ 
（６，９４２）
　　６，３５０ 
（７，３７０）
　　６，４５９ 
（７，０７４）
　　６，４４８ 
（６，５３３）
５，５２２ 
（５，８０２）
　　６，２３５ 
（６，０６７）
　　６，５１３ 
（７，１７５）
　　６，８７３ 
（７，６７７）
　　３，８７９ 
（４，２３９）
　　３，７５５ 
（３，６９５）
　　４，０２５ 
（４，１８０）
　　３，９７５ 
（３，７３７）
３，７１０ 
（３，５８０）
　　３，８７６ 
（３，８８１）
　　４，４８４ 
（４，４２９）
　　４，５１３ 
（４，７４３）

６，８５１ 
（６，９５９）
６，４３２ 
（７，０７９）
６，５１１ 
（６，９４１）
６，５７６ 
（６，３４７）
５，７３０ 
（５，７８０）
　　６，０６６ 
（５，８７６）
 ６，１１４ 
（６，８４７）

　　　７，２１１ 
（７，５９７）
　３，８６７ 
（３，９６１）
３，６８４ 
（３，６４１）
３，９１０ 
（４，２２３）
　　４，０２４ 
（３，７４７）
３，７９４ 
（３，６１６）
　　３，８１９ 
（３，７１６）
　　４，２９９ 
（４，３０９）
　　４，５０４ 
（４，８９８）

１０２ 
（２０９）
　　１２４ 
（１４８）
　　１３９ 
（１５７）
　　１１９ 
（１８０）
　９７ 
（１４１）
　　１２８ 
（１５２）
　　１２７ 
（１１３）
　　１１６ 
（１７８）

８，７１３ 
（７，２６３）
８，５５１ 
（７，３６６）
　　８，３９４ 
（７，２７８）
８，１８２ 
（７，２８２）
７，９８３ 
（７，１５３）
　　８，１４６ 
（７，１７９）
　　８，４５０ 
（７，３６０）
　　７，９６２ 
（７，２５９）
３，７５７ 
（４，００１）
３，８２２ 
（３，９７７）
３，９７８ 
（３，８２６）
　　３，８７１ 
（３，８４０）
３，８２０ 
（３，７９５）
　　３，９３８ 
（３，８５３）
　　４，０４９ 
（３，９２７）
　　４，０３４ 
（３，７５４）

（　）内は前年同月実績
経済産業省経済産業政策局調査統計部鉱工業動態統計室編（鉄鋼統計月報より）

「
現
場
で
役
立
つ
電
気
の
基
礎
」に
参
加
し
て

水
戸
部
製
缶
㈱
　
江
尻
　
孝

　

平
成
24
年
10
月
30
日
、
す
み
だ
中
小
企
業
セ
ン

タ
ー
の
ご
協
力
に
よ
り
、
技
術
分
科
会
主
催
の
技

術
講
習
会
「
現
場
で
役
立
つ
電
気
の
基
礎
」
が
開

催
さ
れ
、
７
社
11
名
で
参
加
し
ま
し
た
。　
　
　

　

講
師
の
同
セ
ン
タ
ー
八
巻
技
術
相
談
員
か
ら
非

常
に
解
り
易
く
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
講
習
内
容

と
し
て
、①「
電
気
」
と
は―

回
路
・
交
流
・
直
流
・

電
圧
・
電
流
②
ス
イ
ッ
チ
の
構
造
上
の
種
類
、
接

点
の
種
類
「
Ａ
接
点
・Ｂ
接
点
」
等
③
テ
ス
タ
ー

を
安
全
か
つ
装
置
を
壊
さ
な
い
た
め
の
基
本
的
な

使
い
方
④
リ
レ
ー
の
基
礎―

原
理
か
ら
使
い
方
ま

で
⑤
電
気
制
御
の
基
本
回
路
で
あ
る
自
己
保
持
回

路
を
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
配
線
図
等
か
ら

実
配
線
を
行
う
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
習
参
加
を
振
り
返
っ
て
、Ｎ
Ｃ
で
は
な
い
一

般
の
凡
用
工
作
機
械
は
電
気
制
御
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の

基
礎
を
理
解
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
程

度
の
電
気
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
れ
ば
、
テ

ス
タ
ー
を
安
全
に
使
う
こ
と
に
よ
り
、

自
ら
対
処
で
き
る
の
で
、
時
間
ロ
ス

や
電
気
技
術
者
等
の
コ
ス
ト
削
減
に

も
貢
献
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合 

分
科
会
レ
ポ
ー
ト

熱心に受講する
参加者の皆さん

年   感所頭
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ラ
整
備
等
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
二
に
は
、「
世
界
の
成
長
を
取
り
込
む
海
外
へ

の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
」
が
重
要
で
す
。
韓
国
・
中
国
等

と
の
競
争
が
激
化
す
る
中
、
成
長
す
る
ア
ジ
ア
の
鉄

鋼
需
要
を
獲
得
す
る
こ
と
は
我
が
国
鉄
鋼
産
業
の
成

長
の
鍵
で
す
。
ユ
ー
ザ
ー
産
業
の
戦
略
や
技
術
流
出
の

リ
ス
ク
等
を
踏
ま
え
、
ど
の
工
程
を
国
内
に
残
し
、
ど

の
工
程
を
海
外
展
開
す
る
か
、国
別
・
製
品
別
に
き
め

細
か
い
海
外
戦
略
の
構
築
が
重
要
で
す
。
J
B
I
C・

N
E
X
I
等
を
活
用
し
、
皆
様
の
海
外
展
開
を
円
滑

に
進
め
る
環
境
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
に
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
自
由
貿
易
体
制
へ

の
貢
献
」
が
重
要
で
す
。
世
界
的
な
市
況
低
迷
、
新

興
国
の
鋼
材
供
給
能
力
の
急
激
な
拡
張
等
を
背
景
に
、

近
年
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
様
々
な
保
護
貿
易
措

置
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、二
国
間
の「
鉄

鋼
対
話
」
等
を
活
用
し
、
各
国
と
の
相
互
理
解
と
協

力
を
通
じ
た
通
商
摩
擦
の
回
避
に
努
め
な
が
ら
、

W
T
O
等
国
際
ル
ー
ル
に
基
づ
く
自
由
貿
易
体
制
の

重
要
性
を
各
国
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
四
に
は
、「
原
材
料
確
保
へ
の
官
民
で
の
対
応
」

が
重
要
で
す
。
資
源
メ
ジ
ャ
ー
の
寡
占
、
中
国
等
の

需
要
急
増
を
背
景
と
し
た
原
料
価
格
の
高
騰
や
、
資

源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
た
輸
出

制
限
等
の
動
き
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
自
主
権
益

の
確
保
等
に
よ
る
原
料
の
低
廉
か
つ
安
定
的
な
確
保

に
向
け
て
、
J
O
G
M
E
C
・
J
B
I
C
等
の
活
用
、

政
府
間
の
対
話
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
第
五
に
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問

題
へ
の
対
応
と
挑
戦
」
が
重
要
で
す
。
我
が
国
鉄
鋼

業
は
、
既
に
世
界
最
高
水
準
の
省
エ
ネ
を
達
成
し
て

お
り
、
更
な
る
省
エ
ネ
余
地
は
乏
し
い
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
引
き
続
き
、
海
外
へ
の
省
エ
ネ
技
術

移
転
の
促
進
や
二
国
間
オ
フ
セ
ッ
ト
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
の
構
築
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な

抜
本
的
C
O
2
排
出
削
減
を
目
指
し
、
水
素
を
用
い

て
鉄
鉱
石
を
還
元
す
る
技
術
等
の
革
新
的
技
術
開
発

に
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
鉄
鋼
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
決
し
て
楽

観
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
円
高
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

制
約
等
に
関
し
て
は
、
今
後
も
中
長
期
的
に
続
く
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
例

え
ば
円
高
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か
し
た
海
外
拠

点
の
拡
充
や
鉱
山
権
益
投
資
、
ま
た
コ
ス
ト
削
減
の

た
め
の
設
備
集
約
な
ど
、
現
在
置
か
れ
た
状
況
下
で
、

講
じ
て
お
く
べ
き
攻
め
の
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
、

今
こ
そ
、
し
た
た
か
な
戦
略
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
の
対
応
も
待
っ
た
な
し
で
あ
り
、
我
が
国
の
産

業
が
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
競

争
で
き
る
環
境
の
実
現
に
向
け
て
、
時
間
軸
と
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
を
踏
ま
え
た
政
策
の
集
中
投
下
が
重
要

で
す
。

　

我
が
国
の
鉄
鋼
業
は
、国
内
の
生
産・流
通・加
工
・

販
売
に
至
る
ま
で
強
靱
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
よ

っ
て
、
我
が
国
の
も
の
づ
く
り
産
業
の
競
争
力
の
根

幹
を
支
え
て
い
る
重
要
な
基
礎
素
材
の
供
給
者
で
す
。

同
時
に
、最
高
水
準
の
鋼
材
を
、建
設・エ
ネ
ル
ギ
ー
・

鉄
道
等
々
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
向
け
に
、
幅
広
く
世
界

に
供
給
す
る
こ
と
で
、
人
類
の
安
心
・
安
全
・
便
利

な
社
会
を
支
え
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
も
安
全
操
業
に
最
大
限
配
慮
い
た
だ
き
な
が

ら
、
安
定
供
給
を
継
続
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
電
力
需
給
の
安
定
に
向
け
、

常
日
頃
、
電
力
供
給
・
電
力
使
用
両
面
に
わ
た
っ
て

大
変
な
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
鉄
鋼
業
界
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、

皆
様
方
の
御
健
康
、
御
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

私
の
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

も
の
造
り
の
ロマ
ン
を
追
い
続
け
よ
う

理
事
長
　
渋
谷
　
明
彦

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

年   拶挨の 頭

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

政
権
が
交
代
し
て
、
何
か
し
ら
明
る
さ
が
感
じ

ら
れ
る
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
巳
年
。
お
金
が
た

ま
る
年
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、
ひ
と

つ
今
ま
で
と
は
違
っ
た
姿
へ
と
脱
皮
し
ま
し
ょ
う
。

金
属
容
器
の
良
い
所
、
悪
い
所
を
は
っ
き
り
見
据

え
、
新
商
品
の
開
拓
、
製
造
方
法
の
変
革
に
結
び

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
、
お
伊
勢
さ
ん
で
20
年
に
一
度
の
「
式

年
遷
宮
」
が
催
さ
れ
ま
す
。
１
３
０
０
年
以
上
続

い
た
技
術
を
継
承
す
る
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
会
社
を
経
営
し
て
い
く
上
で
、

何
を
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

ま
た
職
人
の
技
を
、
ア
ー
ト
か
ら
サ
イ
エ
ン
ス
に

で
き
な
い
の
か
を
考
え
実
行
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大
い
に
議
論
し
ま
し
ょ
う
。
情
報
・
技
術
を
大
い

に
共
有
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
良
い
製
品
、
造
る

よ
ろ
こ
び
、
届
け
る
誇
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
も
の

造
り
の
ロ
マ
ン
を
追
い
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
と
っ
て
、
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
祈
念
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
並
び
に
関
連
業
界
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
を
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
組
合
運
営
に
つ
き
ま
し
て
ご
高
配
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
の
政
治
、
経
済

と
も
に
先
行
き
不
透
明
な
、
か
つ
閉
塞
感
が
漂
う

厳
し
い
状
況
が
続
き
、
い
ろ
ん
な
難
題
を
抱
え
た

年
で
し
た
。
そ
れ
で
も
年
末
の
政
権
交
代
で
気
分

的
に
は
少
し
は
前
向
き
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
速
や
か
な
景
気
回
復
は
無
理
で
も
、

失
わ
れ
た
３
年
半
を
少
し
で
も
取
り
戻
せ
る
よ
う

に
と
期
待
は
し
て
い
ま
す
が
、
経
済
の
イ
ン
フ
レ

目
標
を
設
定
し
た
結
果
、
原
料
イ
ン
フ
レ
・
製
品

デ
フ
レ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

今
年
は
缶
の
需
要
を
喚
起
す
る
よ
う
に
全
日
本
一

般
缶
工
業
団
体
連
合
会
で
は
い
ろ
ん
な
企
画
を
し

て
い
ま
す
。
我
々
の
出
来
る
こ
と
は
み
ん
な
や
る

　
２
０
１
３
年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。
顧
客
先
業
界
を
始
め
、
金
属
印
刷

業
界
及
び
関
連
業
界
の
皆
様
方
に
も
、
ご
健
勝
に
て
、

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
昨
年
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
害
影
響
を
い
か
に
回
復
さ
せ

る
か
が
政
治
、
経
済
の
最
も
要
求
さ
れ
た
重
要
案
件
で

し
た
。
年
初
に
誕
生
し
た
野
田
改
造
内
閣
は
施
策
が
空

回
り
に
終
始
し
、
５
月
に
は
全
国
の
原
発
50
基
が
す
べ

て
と
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
産
業
界
に
与
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
は
一
向
に
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
近

隣
の
中
国
、
韓
国
と
の
領
土
領
海
を
め
ぐ
る
摩
擦
問
題

が
勃
発
し
、
日
本
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
あ
た
え
ま

し
た
。

　

一
方
そ
う
し
た
中
で
、
当
組
合
事
務
所
近
隣
に
世
界

一
の
高
さ
６
３
４
メ
ー
ト
ル
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が

約
３
年
半
を
か
け
堂
々
の
完
成
を
見
る
こ
と
と
な
り
、

ま
た
一
つ
東
京
の
名
所
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
８
月

の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
代
表
選
手
の
活

躍
、
10
月
の
京
都
大
の
山
中
教
授
の
「
i
P
S
細
胞
」

に
よ
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
な
ど
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。

　

政
治
の
世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
12
月
の
第
46
回

衆
議
院
選
挙
に
よ
り
自
民
党
が
圧
勝
し
第
２
次
安
倍
内

閣
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
当
分
の
間
は
、
景
気
対
策

一
本
に
的
を
絞
り
、
全
力
を
挙
げ
る
と
の
方
針
を
打
ち

出
し
て
お
り
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

又
世
界
を
見
わ
た
し
て
み
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー

「
出
来
る
こ
と
は
み
ん
な
や
る
」の
気
概
で

年   拶挨の 頭

互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
更
な
る
繁
栄
を

会
長
　
中
田
　
正
和

全
日
本
金
属
印
刷
工
業
協
同
組
合
連
合
会

年   拶挨の 頭

「
活
力
」あ
る
体
制
作
り
の
強
化
を
推
進

会
長
　
齋
藤
　
光
由

一
般
缶
缶
友
会

年   拶挨の 頭

理
事
長
　
池
田
　
祥
三

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

と
い
う
気
概
を
持
っ
て
今
年
一
年
を
乗
り
越
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
と
も

ど
も
手
を
携
え
て
３
Ｒ
と
ス
チ
ー
ル
缶
の
良
さ
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
年
末
に

は
実
体
経
済
も
明
る
さ
を
取
り
戻
し
て
本
当
の
笑

顔
に
な
れ
ま
す
よ
う
、
会
員
・
賛
助
会
員
会
社
並

び
に
業
界
に
関
係
さ
れ
る
皆
様
方
の
更
な
る
ご
支

援
・
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

チ
ン
首
相
、
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ラ
ン
ド
大
統
領
、
エ
ジ
プ

ト
の
イ
ス
ラ
ム
主
義
の
モ
ル
ス
大
統
領
、
ア
メ
リ
カ
の

オ
バ
マ
大
統
領
の
再
選
、
中
国
の
習
総
書
記
そ
し
て
最

後
は
韓
国
の
初
の
女
性
朴
大
統
領
の
当
選
と
各
国
の
リ

ー
ダ
ー
が
交
代
い
た
し
ま
し
た
。
何
と
か
今
ま
で
の
流

れ
を
改
革
す
べ
く
、
国
民
の
期
待
感
が
国
の
元
首
に
求

め
ら
れ
て
い
る
結
果
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

金
属
印
刷
業
界
も
昨
年
後
半
よ
り
景
気
の
陰
り
を
受

け
、
需
要
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
次
第
で
す
。
こ
う
し

た
動
向
の
中
で
、
缶
容
器
の
需
要
減
に
歯
止
め
を
か
け

る
べ
く
、
一
般
缶
組
合
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
て
18
リ

ッ
ト
ル
缶
組
合
様
、
日
本
製
缶
協
会
様
、
ド
ラ
ム
缶
工

業
会
様
、
キ
ャ
ッ
プ
協
会
様
そ
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

様
と
と
も
に
我
々
金
属
印
刷
業
界
の
面
々
も
一
緒
に
な

っ
て
力
を
合
わ
せ
て
こ
の
荒
波
を
乗
り
越
え
、
道
を
切

り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
一
昨
年
に
続
き
10
月
の
「
２
０
１
２
東
京

国
際
包
装
展
」、12
月
の「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
２
０
１
２
」

に
出
展
協
力
を
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
22
日
に

開
催
さ
れ
た
大
阪
金
属
印
刷
工
業
協
同
組
合
の
設
立
60

周
年
記
念
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、

３
年
後
の
東
京
金
属
印
刷
工
業
協
同
組
合
の
設
立
60
周

年
記
念
式
典
が
華
や
か
に
行
わ
れ
る
べ
く
金
属
印
刷
業

界
の
発
展
に
力
を
注
ぐ
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

製
缶
業
界
様
の
繁
栄
な
く
し
て
当
業
界
の
繁
栄
は
あ

り
ま
せ
ん
。
情
報
の
交
換
、
ア
イ
デ
ア
の
共
有
な
ど
お

互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
車
の
両
輪
と
し
て
更
な
る
ご

協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
特
に
我
々

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
の
元
で
も
あ
る
経
済
産
業
省
鉄
鋼

課
様
を
中
心
と
し
て
国
を
挙
げ
て
経
済
の
不
況
打
破
に

お
力
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
格
別
な

る
ご
高
配
を
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
混
迷
を
続

け
る
政
局
、
近
隣
諸
国
と
の
外
交
緊
迫
、
長
期
的

な
不
透
明
感
に
包
ま
れ
た
経
済
な
ど
、
様
々
な
リ

ス
ク
が
顕
在
化
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
は
「
活
力
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
言
葉

の
意
味
は
、「
活
動
を
生
み
出
す
力
」
と
あ
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
と
共
に
、
力
を
合
わ
せ
こ
の
閉
塞
感

を
打
ち
破
り
、
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き

た
い
と
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

製
缶
に
限
ら
ず
日
本
経
済
全
体
に
、
欧
米
経
済

低
迷
に
よ
る
影
響
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
な

ど
懸
念
材
料
が
山
積
す
る
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
収
益
力
強
化
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど
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ラ
整
備
等
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
二
に
は
、「
世
界
の
成
長
を
取
り
込
む
海
外
へ

の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
」
が
重
要
で
す
。
韓
国
・
中
国
等

と
の
競
争
が
激
化
す
る
中
、
成
長
す
る
ア
ジ
ア
の
鉄

鋼
需
要
を
獲
得
す
る
こ
と
は
我
が
国
鉄
鋼
産
業
の
成

長
の
鍵
で
す
。
ユ
ー
ザ
ー
産
業
の
戦
略
や
技
術
流
出
の

リ
ス
ク
等
を
踏
ま
え
、
ど
の
工
程
を
国
内
に
残
し
、
ど

の
工
程
を
海
外
展
開
す
る
か
、国
別
・
製
品
別
に
き
め

細
か
い
海
外
戦
略
の
構
築
が
重
要
で
す
。
J
B
I
C・

N
E
X
I
等
を
活
用
し
、
皆
様
の
海
外
展
開
を
円
滑

に
進
め
る
環
境
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
に
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
自
由
貿
易
体
制
へ

の
貢
献
」
が
重
要
で
す
。
世
界
的
な
市
況
低
迷
、
新

興
国
の
鋼
材
供
給
能
力
の
急
激
な
拡
張
等
を
背
景
に
、

近
年
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
様
々
な
保
護
貿
易
措

置
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、二
国
間
の「
鉄

鋼
対
話
」
等
を
活
用
し
、
各
国
と
の
相
互
理
解
と
協

力
を
通
じ
た
通
商
摩
擦
の
回
避
に
努
め
な
が
ら
、

W
T
O
等
国
際
ル
ー
ル
に
基
づ
く
自
由
貿
易
体
制
の

重
要
性
を
各
国
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
四
に
は
、「
原
材
料
確
保
へ
の
官
民
で
の
対
応
」

が
重
要
で
す
。
資
源
メ
ジ
ャ
ー
の
寡
占
、
中
国
等
の

需
要
急
増
を
背
景
と
し
た
原
料
価
格
の
高
騰
や
、
資

源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
た
輸
出

制
限
等
の
動
き
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
自
主
権
益

の
確
保
等
に
よ
る
原
料
の
低
廉
か
つ
安
定
的
な
確
保

に
向
け
て
、
J
O
G
M
E
C
・
J
B
I
C
等
の
活
用
、

政
府
間
の
対
話
等
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
第
五
に
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問

題
へ
の
対
応
と
挑
戦
」
が
重
要
で
す
。
我
が
国
鉄
鋼

業
は
、
既
に
世
界
最
高
水
準
の
省
エ
ネ
を
達
成
し
て

お
り
、
更
な
る
省
エ
ネ
余
地
は
乏
し
い
状
況
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
引
き
続
き
、
海
外
へ
の
省
エ
ネ
技
術

移
転
の
促
進
や
二
国
間
オ
フ
セ
ッ
ト
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
の
構
築
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な

抜
本
的
C
O
2
排
出
削
減
を
目
指
し
、
水
素
を
用
い

て
鉄
鉱
石
を
還
元
す
る
技
術
等
の
革
新
的
技
術
開
発

に
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
鉄
鋼
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
決
し
て
楽

観
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
円
高
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

制
約
等
に
関
し
て
は
、
今
後
も
中
長
期
的
に
続
く
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
例

え
ば
円
高
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か
し
た
海
外
拠

点
の
拡
充
や
鉱
山
権
益
投
資
、
ま
た
コ
ス
ト
削
減
の

た
め
の
設
備
集
約
な
ど
、
現
在
置
か
れ
た
状
況
下
で
、

講
じ
て
お
く
べ
き
攻
め
の
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
、

今
こ
そ
、
し
た
た
か
な
戦
略
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
の
対
応
も
待
っ
た
な
し
で
あ
り
、
我
が
国
の
産

業
が
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
競

争
で
き
る
環
境
の
実
現
に
向
け
て
、
時
間
軸
と
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
を
踏
ま
え
た
政
策
の
集
中
投
下
が
重
要

で
す
。

　

我
が
国
の
鉄
鋼
業
は
、国
内
の
生
産・流
通・加
工
・

販
売
に
至
る
ま
で
強
靱
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
よ

っ
て
、
我
が
国
の
も
の
づ
く
り
産
業
の
競
争
力
の
根

幹
を
支
え
て
い
る
重
要
な
基
礎
素
材
の
供
給
者
で
す
。

同
時
に
、最
高
水
準
の
鋼
材
を
、建
設・エ
ネ
ル
ギ
ー
・

鉄
道
等
々
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
向
け
に
、
幅
広
く
世
界

に
供
給
す
る
こ
と
で
、
人
類
の
安
心
・
安
全
・
便
利

な
社
会
を
支
え
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

本
年
も
安
全
操
業
に
最
大
限
配
慮
い
た
だ
き
な
が

ら
、
安
定
供
給
を
継
続
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
電
力
需
給
の
安
定
に
向
け
、

常
日
頃
、
電
力
供
給
・
電
力
使
用
両
面
に
わ
た
っ
て

大
変
な
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
鉄
鋼
業
界
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、

皆
様
方
の
御
健
康
、
御
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

私
の
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

も
の
造
り
の
ロマ
ン
を
追
い
続
け
よ
う

理
事
長
　
渋
谷
　
明
彦

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

年   拶挨の 頭

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

政
権
が
交
代
し
て
、
何
か
し
ら
明
る
さ
が
感
じ

ら
れ
る
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
巳
年
。
お
金
が
た

ま
る
年
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、
ひ
と

つ
今
ま
で
と
は
違
っ
た
姿
へ
と
脱
皮
し
ま
し
ょ
う
。

金
属
容
器
の
良
い
所
、
悪
い
所
を
は
っ
き
り
見
据

え
、
新
商
品
の
開
拓
、
製
造
方
法
の
変
革
に
結
び

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
、
お
伊
勢
さ
ん
で
20
年
に
一
度
の
「
式

年
遷
宮
」
が
催
さ
れ
ま
す
。
１
３
０
０
年
以
上
続

い
た
技
術
を
継
承
す
る
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
会
社
を
経
営
し
て
い
く
上
で
、

何
を
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
。

ま
た
職
人
の
技
を
、
ア
ー
ト
か
ら
サ
イ
エ
ン
ス
に

で
き
な
い
の
か
を
考
え
実
行
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大
い
に
議
論
し
ま
し
ょ
う
。
情
報
・
技
術
を
大
い

に
共
有
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
良
い
製
品
、
造
る

よ
ろ
こ
び
、
届
け
る
誇
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
も
の

造
り
の
ロ
マ
ン
を
追
い
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
と
っ
て
、
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
祈
念
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
並
び
に
関
連
業
界
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
を
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
組
合
運
営
に
つ
き
ま
し
て
ご
高
配
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
の
政
治
、
経
済

と
も
に
先
行
き
不
透
明
な
、
か
つ
閉
塞
感
が
漂
う

厳
し
い
状
況
が
続
き
、
い
ろ
ん
な
難
題
を
抱
え
た

年
で
し
た
。
そ
れ
で
も
年
末
の
政
権
交
代
で
気
分

的
に
は
少
し
は
前
向
き
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
速
や
か
な
景
気
回
復
は
無
理
で
も
、

失
わ
れ
た
３
年
半
を
少
し
で
も
取
り
戻
せ
る
よ
う

に
と
期
待
は
し
て
い
ま
す
が
、
経
済
の
イ
ン
フ
レ

目
標
を
設
定
し
た
結
果
、
原
料
イ
ン
フ
レ
・
製
品

デ
フ
レ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

今
年
は
缶
の
需
要
を
喚
起
す
る
よ
う
に
全
日
本
一

般
缶
工
業
団
体
連
合
会
で
は
い
ろ
ん
な
企
画
を
し

て
い
ま
す
。
我
々
の
出
来
る
こ
と
は
み
ん
な
や
る

　
２
０
１
３
年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。
顧
客
先
業
界
を
始
め
、
金
属
印
刷

業
界
及
び
関
連
業
界
の
皆
様
方
に
も
、
ご
健
勝
に
て
、

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
昨
年
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
害
影
響
を
い
か
に
回
復
さ
せ

る
か
が
政
治
、
経
済
の
最
も
要
求
さ
れ
た
重
要
案
件
で

し
た
。
年
初
に
誕
生
し
た
野
田
改
造
内
閣
は
施
策
が
空

回
り
に
終
始
し
、
５
月
に
は
全
国
の
原
発
50
基
が
す
べ

て
と
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
産
業
界
に
与
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
は
一
向
に
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
近

隣
の
中
国
、
韓
国
と
の
領
土
領
海
を
め
ぐ
る
摩
擦
問
題

が
勃
発
し
、
日
本
経
済
に
大
き
な
打
撃
を
あ
た
え
ま

し
た
。

　

一
方
そ
う
し
た
中
で
、
当
組
合
事
務
所
近
隣
に
世
界

一
の
高
さ
６
３
４
メ
ー
ト
ル
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が

約
３
年
半
を
か
け
堂
々
の
完
成
を
見
る
こ
と
と
な
り
、

ま
た
一
つ
東
京
の
名
所
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
８
月

の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
代
表
選
手
の
活

躍
、
10
月
の
京
都
大
の
山
中
教
授
の
「
i
P
S
細
胞
」

に
よ
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
な
ど
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。

　

政
治
の
世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
12
月
の
第
46
回

衆
議
院
選
挙
に
よ
り
自
民
党
が
圧
勝
し
第
２
次
安
倍
内

閣
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
当
分
の
間
は
、
景
気
対
策

一
本
に
的
を
絞
り
、
全
力
を
挙
げ
る
と
の
方
針
を
打
ち

出
し
て
お
り
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

又
世
界
を
見
わ
た
し
て
み
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー

「
出
来
る
こ
と
は
み
ん
な
や
る
」の
気
概
で

年   拶挨の 頭

互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
更
な
る
繁
栄
を

会
長
　
中
田
　
正
和

全
日
本
金
属
印
刷
工
業
協
同
組
合
連
合
会

年   拶挨の 頭

「
活
力
」あ
る
体
制
作
り
の
強
化
を
推
進

会
長
　
齋
藤
　
光
由

一
般
缶
缶
友
会

年   拶挨の 頭

理
事
長
　
池
田
　
祥
三

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

と
い
う
気
概
を
持
っ
て
今
年
一
年
を
乗
り
越
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
と
も

ど
も
手
を
携
え
て
３
Ｒ
と
ス
チ
ー
ル
缶
の
良
さ
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
年
末
に

は
実
体
経
済
も
明
る
さ
を
取
り
戻
し
て
本
当
の
笑

顔
に
な
れ
ま
す
よ
う
、
会
員
・
賛
助
会
員
会
社
並

び
に
業
界
に
関
係
さ
れ
る
皆
様
方
の
更
な
る
ご
支

援
・
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

チ
ン
首
相
、
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ラ
ン
ド
大
統
領
、
エ
ジ
プ

ト
の
イ
ス
ラ
ム
主
義
の
モ
ル
ス
大
統
領
、
ア
メ
リ
カ
の

オ
バ
マ
大
統
領
の
再
選
、
中
国
の
習
総
書
記
そ
し
て
最

後
は
韓
国
の
初
の
女
性
朴
大
統
領
の
当
選
と
各
国
の
リ

ー
ダ
ー
が
交
代
い
た
し
ま
し
た
。
何
と
か
今
ま
で
の
流

れ
を
改
革
す
べ
く
、
国
民
の
期
待
感
が
国
の
元
首
に
求

め
ら
れ
て
い
る
結
果
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

金
属
印
刷
業
界
も
昨
年
後
半
よ
り
景
気
の
陰
り
を
受

け
、
需
要
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
次
第
で
す
。
こ
う
し

た
動
向
の
中
で
、
缶
容
器
の
需
要
減
に
歯
止
め
を
か
け

る
べ
く
、
一
般
缶
組
合
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
て
18
リ

ッ
ト
ル
缶
組
合
様
、
日
本
製
缶
協
会
様
、
ド
ラ
ム
缶
工

業
会
様
、
キ
ャ
ッ
プ
協
会
様
そ
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

様
と
と
も
に
我
々
金
属
印
刷
業
界
の
面
々
も
一
緒
に
な

っ
て
力
を
合
わ
せ
て
こ
の
荒
波
を
乗
り
越
え
、
道
を
切

り
開
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
一
昨
年
に
続
き
10
月
の
「
２
０
１
２
東
京

国
際
包
装
展
」、12
月
の「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
２
０
１
２
」

に
出
展
協
力
を
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
22
日
に

開
催
さ
れ
た
大
阪
金
属
印
刷
工
業
協
同
組
合
の
設
立
60

周
年
記
念
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、

３
年
後
の
東
京
金
属
印
刷
工
業
協
同
組
合
の
設
立
60
周

年
記
念
式
典
が
華
や
か
に
行
わ
れ
る
べ
く
金
属
印
刷
業

界
の
発
展
に
力
を
注
ぐ
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

製
缶
業
界
様
の
繁
栄
な
く
し
て
当
業
界
の
繁
栄
は
あ

り
ま
せ
ん
。
情
報
の
交
換
、
ア
イ
デ
ア
の
共
有
な
ど
お

互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
車
の
両
輪
と
し
て
更
な
る
ご

協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
特
に
我
々

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
の
元
で
も
あ
る
経
済
産
業
省
鉄
鋼

課
様
を
中
心
と
し
て
国
を
挙
げ
て
経
済
の
不
況
打
破
に

お
力
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
格
別
な

る
ご
高
配
を
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
２
０
１
２
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
混
迷
を
続

け
る
政
局
、
近
隣
諸
国
と
の
外
交
緊
迫
、
長
期
的

な
不
透
明
感
に
包
ま
れ
た
経
済
な
ど
、
様
々
な
リ

ス
ク
が
顕
在
化
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
は
「
活
力
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
言
葉

の
意
味
は
、「
活
動
を
生
み
出
す
力
」
と
あ
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
と
共
に
、
力
を
合
わ
せ
こ
の
閉
塞
感

を
打
ち
破
り
、
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き

た
い
と
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

製
缶
に
限
ら
ず
日
本
経
済
全
体
に
、
欧
米
経
済

低
迷
に
よ
る
影
響
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
な

ど
懸
念
材
料
が
山
積
す
る
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
収
益
力
強
化
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど
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継
続
努
力
を
土
台
に「
活
力
」を
持
っ
て
取
り
組
み
、

業
界
全
体
が
確
実
に
前
進
で
き
る
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
缶
」
容
器
の
「
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
」

と
い
う
価
値
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
努
力
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。
同
時
に
、
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、

新
し
い
付
加
価
値
の
探
求
へ
の
取
り
組
み
も
課
題

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
定
期

平
成
25
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
１
月
18
日
、

浜
松
町
東
京
會
舘
で
平
成
25
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

を
開
催
、
東
日
本
組
合
員
、
西
日
本
組
合
員
、
特

別
会
員
、
特
別
賛
助
会
員
、
一
般
賛
助
会
員
、
協

力
会
員
、
賛
助
会
員
な
ど
１
７
９
名
が
出
席
し
た
。

　

杉
浦
由
記
夫
理
事
の
司
会
で
進
行
し
、
冒
頭
、

定
村
光
会
長
は
「
一
般
缶
の
生
産
量
は
昨
年
、
前

年
対
比
で
１
０
０
％
を
割
る
状
況
で
、
依
然
缶
離

れ
が
続
く
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
色
々

な
施
策
が
必
要
だ
が
、
昨
年
12
月
か
ら
『
一
般
缶

商
品
購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
始
め
た
。
缶
の
需

要
を
高
め
る
た
め
、
ま
ず
は
業
界
の
我
々
自
身
か

ら
缶
商
品
購
入
の
波
を
作
っ
て
い
く
。
か
つ
て
Ｊ

Ｒ
の
前
身
の
国
鉄
が
個
人
旅
行
客
を
増
や
す
た
め

『
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
』
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
っ
た
。
我
々
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
ま
さ

に
こ
れ
と
同
じ
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。言
う
な
れ
ば『
デ

ィ
ス
カ
バ
ー
一
般
缶
』
だ
。
失
わ
れ
た
市
場
を
も

う
一
度
回
復
で
き
る
よ
う
、
皆
様
方
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
当
連
合
会
自
身
も
あ
ら
ゆ
る
機

会
に
缶
商
品
を
使
っ
て
い
く
。
今
年
は
年
明
け
か

ら
景
気
が
上
向
く
よ
う
な
期
待
感
は
あ
る
が
、
待

っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
失
敗
を
恐
れ
ず
自
ら
行

動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
成
功
の
反
対

は
『
何
も
や
ら
な
い
』
こ
と
と
認
識
し
、
こ
の
一

年
を
邁
進
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
、
経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
鉄

鋼
課
の
山
下
隆
一
課
長
が
、
定
村
会
長
の
挨
拶
を

聞
い
て
自
分
自
身
、
缶
商
品
を
進
ん
で
買
う
こ
と

を
誓
っ
た
と
前
置
き
し
「
こ
の
と
こ
ろ
円
高
修
正
、

株
価
上
昇
で
経
済
の
雰
囲
気
か
い
い
。
産
業
界
の

置
か
れ
た
状
況
は
本
質
的
に
は
ま
だ
厳
し
い
の
で

相
当
の
努
力
が
必
要
。
新
政
権
は
事
業
規
模
で
20

兆
円
超
の
緊
急
経
済
対
策
を
決
め
、
税
制
面
で
も

経
済
を
支
え
て
い
く
方
針
。
２
０
１
２
度
の
補
正

予
算
の
中
身
は
、①
復
興
・
防
災
②
成
長
に
よ
る

富
の
創
出
③
暮
ら
し
の
安
心
・
地
域
活
性
化
の
三

本
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
成
長
に
向

け
た
施
策
を
産
業
競
争
力
会
議
で
練
り
上
げ
参
院

選
前
ま
で
に
出
す
予
定
。
新
政
権
で
は
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
く
姿
勢
で
舞
台
裏
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

業
界
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
知
恵
や
情
報
を
出
し
て

い
た
だ
き
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

次
い
で
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社
缶
用
鋼
板

営
業
部
缶
用
鋼
板
室
の
前
村
和
宏
室
長
が
「
当
社

と
し
て
ス
チ
ー
ル
缶
の
需
要
喚
起
を
さ
さ
や
か
な

　

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
１
月
16
日
、

東
心
斎
橋
大
成
閣
で
平
成
25
年
新
春
の
組
合
互
礼

懇
親
会
を
開
催
、
組
合
員
会
社
な
ど
17
名
が
出
席

し
た
。
冒
頭
、
渋
谷
理
事
長
は
「
政
権
が
変
わ
り

何
か
し
ら
、
明
る
さ
が
少
し
見
え
て
き
た
感
じ
が

す
る
。
巳
年
は
、
お
金
が
た
ま
る
と
言
わ
れ
、
小

さ
い
時
に
財
布
に
ヘ
ビ
の
抜
け
殻
を
入
れ
て
お
い

た
覚
え
が
あ
る
。
巳
年
で
思
い
起
こ
せ
ば
60
年
前
、

そ
の
当
時
、
日
本
の
人
口
は
、
8
7
0
0
万
人
、

大
卒
の
初
任
給
は
9
2
0
0
円
で
、
今
で
は
、
人

口
は
1.5
倍
、
給
与
は
約
22
倍
と
増
え
て
い
る
。
今

年
は
、
お
伊
勢
さ
ん
に
お
い
て
、
20
年
に
１
度
の

式
年
遷
宮
が
行
わ
れ
る
。
1
3
0
0
年
以
上
続
い

て
い
る
こ
れ
ほ
ど
の
物
づ
く
り
の
技
術
の
継
承
は

な
い
と
思
う
。
私
ど
も
一
般
缶
も
〝
よ
り
良
い
製

品
〞〝
造
る
喜
び
〞〝
届
け
る
誇
り
〞
で
物
づ
く
り

の
ロ
マ
ン
を
追
い
続
け
て
行
き
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。
そ
の
後
、
乾
杯
し
、
な
ご
や
か
に
歓
談
が
行

わ
れ
、
辻
副
理
事
長
の
中
締
め
で
散
会
し
た
。

「一般
缶
の
失
わ
れ
た
市
場
の
回
復
を
め
ざ
す
」

組
合
互
礼
懇
親
会
を
開
催

定
村
会
長

開
催
い
た
し
ま
す
勉
強
会
な
ど
で
の
会
員
間
の
積

極
的
な
意
見
交
換
の
重
要
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
会
員
の
皆
様
と
一
丸
と
な
り
、
時
代
に

あ
っ
た
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
製
品
を
提
供
で
き
る
「
活
力
」
あ
る

体
制
づ
く
り
の
強
化
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
方
に
実

り
多
く
、
健
康
で
幸
せ
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

賑やかな新年賀詞交歓会の様子

挨拶する定村会長

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

謹 

賀 

新 

年 

（
順
不
同
）

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
│
六
│
一

電　

話
〇
三（
六
八
六
七
）四
一
一
一

代
表
取
締
役
社
長
（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）  

友 

野　

宏

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
│
二
│
三

      　
　
　
　
　

  

日
比
谷
国
際
ビ
ル

電
話
〇
三（
三
五
九
七
）三
一
一
一

代
表
取
締
役
社
長  

林 

田 

英 

治

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
二
│
一
二

電　

話
〇
三（
五
二
一
一
）六
二
一
一

代
表
取
締
役
社
長  

田 

中 

厚 

夫

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
│
二
│
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

丸
の
内
三
井
ビ
ル

電　

話
〇
三（
三
二
一
三
）五
一
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
二
一
三
）五
一
二
六

代
表
取
締
役
社
長  

田 

村 

秀 

行

北
海
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
二
│
一
八
│
一

電　

話
〇
三（
四
五
一
四
）二
〇
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
二
八
〇
）八
一
一
一
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代
表
取
締
役
社
長  

金 

子 

俊 

治

東
洋
製
罐
株
式
会
社

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社

大
阪
府
泉
南
市
り
ん
く
う
南
浜
三
│
一
七

電　

話
〇
七
二（
四
八
二
）〇
一
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
四
八
二
）一
〇
一
五

e-m
ail info@

heiw
a-seikan.co.jp

代
表
取
締
役  

中 

田 

成 

一

平
和
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
西
四
│
七
│
二
〇

電　

話
〇
六（
六
三
三
二
）〇
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
三
四
）〇
二
五
五

e-m
ail m

ikunikinzoku@
nifty.com

代
表
取
締
役  

辻　

亘 

彦

三
国
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
│
二
│
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
所
ビ
ル
二
階

電　

話
〇
三（
三
六
二
六
）二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
六
）二
五
〇
二

e-m
ail info634@

tokyo-m
etallicprint.org

会　

長  

中 

田 

正 

和

全
日
本
金
属
印
刷
工
業

 　
　
　

 

協
同
組
合
連
合
会

東
京
都
葛
飾
区
立
石
二
│
二
五
│
一

電　

話
〇
三（
三
六
九
三
）〇
八
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
四
）七
七
五
九

代
表
取
締
役  

定 

村　

光

寺
島
製
缶
工
業
株
式
会
社

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
│
六

電　

話
〇
二
九（
八
四
七
）七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九（
八
四
七
）六
七
七
九

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

則 

彦

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
│
四
六
│
九

電　

話
〇
三（
三
六
一
二
）四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
一
七
）五
〇
三
四

代
表
取
締
役  

加 

島　

裕

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
│
二
八
│
一
一

電　

話
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
八

e-m
ail y-hiroham

a@
cap-hiroham

a.com

代
表
取
締
役
社
長  

本 

多 

三 

郎

株
式
会
社
ヒ
ロ
ハ
マ

大
阪
府
高
石
市
取
石
七
│
五
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
二
七
四
）一
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
七
一
）六
三
六
五

e-m
ail shibux@

m
eiw
a-can.jp

代
表
取
締
役  

渋 

谷 

明 

彦

明
和
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
│
二
八
│
一
二

電　

話
〇
三（
三
八
三
一
）一
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）七
一
四
四

e-m
ail tokyo-eigyou@

kinpodo.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

竹 

内 

雅 

夫

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
│
四
│
五

      　
　
　
　
　

  

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
８
Ｆ

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）七
三
八
八

会　

長  

定 

村  　

光

副
会
長  

渋 

谷 

明 

彦

副
会
長  

池 

田 

祥 

三

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
│
四
│
五

      　
　
　
　
　

  

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
８
Ｆ

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）七
三
八
八

理
事
長  

定 

村　

光

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
│
四
│
一
七

       　
　
　
　

 

千
代
田
第
一
ビ
ル
10
Ｆ

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
七
三

理
事
長  

渋 

谷 

明 

彦

愛
知
県
瀬
戸
市
安
戸
町
一
三
│
八

電　

話
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

理
事
長  

池 

田 

祥 

三

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
京
都
文
京
区
湯
島
三
│
一
六
│
一
三

電　

話
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
三

e-m
ail info@

nakagaw
a-can.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

中 

川 

太 

郎

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
│
一
三
│
一

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
六
）二
三
八
八

e-m
ail sales@

m
itobe.co.jp

代
表
取
締
役  

水
戸
部 

武 

寿

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

埼
玉
県
八
潮
市
南
後
谷
五
〇
八

電　

話
〇
四
八（
九
三
五
）三
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
三
一
）一
八
四
九

e-m
ail nixtusin@

m
aple.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役  

小 
黒 
保 

満

日
進
製
缶
株
式
会
社

中
川
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
二
│
一
六
│
二

電　

話
〇
三（
三
二
五
五
）三
二
八
一

代
表
取
締
役  

東 

郷 

洋 

次

大
日
製
罐
株
式
会
社

神
奈
川
県
横
浜
市
瀬
谷
区
本
郷
一
│
四
六
│
八

電　

話
〇
四
五（
三
〇
一
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
五（
三
〇
一
）五
九
三
五

e-m
ail info@

saitoseikan.co.jp

代
表
取
締
役  

齋 

藤 

光 

由

齋
藤
製
罐
株
式
会
社

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話
〇
四（
七
一
二
五
）一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
二
五
）三
六
三
七

e-m
ail jingu@

alpha.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役  

神 

宮 

善
太
郎

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

東
京
都
台
東
区
台
東
一
│
六
│
六

電　

話
〇
三（
三
八
三
一
）一
二
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
五
）一
二
二
四

e-m
ail kom

odaseikan@
viola.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役  

古
茂
田 

隆 

文

古
茂
田
製
罐
株
式
会
社

茨
城
県
守
谷
市
百
合
ヶ
丘
二
│
四
八
〇
七

電　

話
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
二

e-m
ail sugiura-info@

sugiura-seikan.com

代
表
取
締
役  

杉 

浦 

由
記
夫

杉
浦
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
松
島
四
│
三
七
│
六

電　

話
〇
三（
三
六
五
四
）八
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
五
五
）七
三
四
八

e-m
ail info@

tohom
etal.co.jp

代
表
取
締
役  

澤 

田 

武 

史

東
邦
金
属
工
業
株
式
会
社 が

ら
開
始
。
今
年
度
秋
と
冬
に
缶
商
品
の
あ
っ
せ

ん
販
売
を
行
い
、
い
ず
れ
も
１
千
缶
以
上
の
成
果

を
上
げ
た
。
今
後
も
継
続
的
に
行
う
。
ま
た
、
社

内
１
万
人
に
対
し
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
送
る
。

『
ス
マ
ー
ト
！！
Ｃ
Ａ
Ｎ
ニ
ュ
ー
ス
』と
い
う
名
前
で
、

な
る
ほ
ど
一
般
缶
と
か
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
缶
詰

缶
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
、
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
新
年
を
祝
っ
た
。
歓
談

の
の
ち
、
渋
谷
明
彦
副
会
長
が
中
締
め
の
挨
拶
を

行
い
散
会
し
た
。

平
成
25
年
新
春

平
成
25
年
新
春
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継
続
努
力
を
土
台
に「
活
力
」を
持
っ
て
取
り
組
み
、

業
界
全
体
が
確
実
に
前
進
で
き
る
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
缶
」
容
器
の
「
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
」

と
い
う
価
値
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
努
力
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。
同
時
に
、
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、

新
し
い
付
加
価
値
の
探
求
へ
の
取
り
組
み
も
課
題

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
定
期

平
成
25
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
１
月
18
日
、

浜
松
町
東
京
會
舘
で
平
成
25
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

を
開
催
、
東
日
本
組
合
員
、
西
日
本
組
合
員
、
特

別
会
員
、
特
別
賛
助
会
員
、
一
般
賛
助
会
員
、
協

力
会
員
、
賛
助
会
員
な
ど
１
７
９
名
が
出
席
し
た
。

　

杉
浦
由
記
夫
理
事
の
司
会
で
進
行
し
、
冒
頭
、

定
村
光
会
長
は
「
一
般
缶
の
生
産
量
は
昨
年
、
前

年
対
比
で
１
０
０
％
を
割
る
状
況
で
、
依
然
缶
離

れ
が
続
く
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
色
々

な
施
策
が
必
要
だ
が
、
昨
年
12
月
か
ら
『
一
般
缶

商
品
購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
始
め
た
。
缶
の
需

要
を
高
め
る
た
め
、
ま
ず
は
業
界
の
我
々
自
身
か

ら
缶
商
品
購
入
の
波
を
作
っ
て
い
く
。
か
つ
て
Ｊ

Ｒ
の
前
身
の
国
鉄
が
個
人
旅
行
客
を
増
や
す
た
め

『
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
』
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
っ
た
。
我
々
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
ま
さ

に
こ
れ
と
同
じ
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。言
う
な
れ
ば『
デ

ィ
ス
カ
バ
ー
一
般
缶
』
だ
。
失
わ
れ
た
市
場
を
も

う
一
度
回
復
で
き
る
よ
う
、
皆
様
方
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
当
連
合
会
自
身
も
あ
ら
ゆ
る
機

会
に
缶
商
品
を
使
っ
て
い
く
。
今
年
は
年
明
け
か

ら
景
気
が
上
向
く
よ
う
な
期
待
感
は
あ
る
が
、
待

っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
失
敗
を
恐
れ
ず
自
ら
行

動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
成
功
の
反
対

は
『
何
も
や
ら
な
い
』
こ
と
と
認
識
し
、
こ
の
一

年
を
邁
進
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
、
経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
鉄

鋼
課
の
山
下
隆
一
課
長
が
、
定
村
会
長
の
挨
拶
を

聞
い
て
自
分
自
身
、
缶
商
品
を
進
ん
で
買
う
こ
と

を
誓
っ
た
と
前
置
き
し
「
こ
の
と
こ
ろ
円
高
修
正
、

株
価
上
昇
で
経
済
の
雰
囲
気
か
い
い
。
産
業
界
の

置
か
れ
た
状
況
は
本
質
的
に
は
ま
だ
厳
し
い
の
で

相
当
の
努
力
が
必
要
。
新
政
権
は
事
業
規
模
で
20

兆
円
超
の
緊
急
経
済
対
策
を
決
め
、
税
制
面
で
も

経
済
を
支
え
て
い
く
方
針
。
２
０
１
２
度
の
補
正

予
算
の
中
身
は
、①
復
興
・
防
災
②
成
長
に
よ
る

富
の
創
出
③
暮
ら
し
の
安
心
・
地
域
活
性
化
の
三

本
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
成
長
に
向

け
た
施
策
を
産
業
競
争
力
会
議
で
練
り
上
げ
参
院

選
前
ま
で
に
出
す
予
定
。
新
政
権
で
は
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
く
姿
勢
で
舞
台
裏
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

業
界
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
知
恵
や
情
報
を
出
し
て

い
た
だ
き
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

次
い
で
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社
缶
用
鋼
板

営
業
部
缶
用
鋼
板
室
の
前
村
和
宏
室
長
が
「
当
社

と
し
て
ス
チ
ー
ル
缶
の
需
要
喚
起
を
さ
さ
や
か
な

　

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
１
月
16
日
、

東
心
斎
橋
大
成
閣
で
平
成
25
年
新
春
の
組
合
互
礼

懇
親
会
を
開
催
、
組
合
員
会
社
な
ど
17
名
が
出
席

し
た
。
冒
頭
、
渋
谷
理
事
長
は
「
政
権
が
変
わ
り

何
か
し
ら
、
明
る
さ
が
少
し
見
え
て
き
た
感
じ
が

す
る
。
巳
年
は
、
お
金
が
た
ま
る
と
言
わ
れ
、
小

さ
い
時
に
財
布
に
ヘ
ビ
の
抜
け
殻
を
入
れ
て
お
い

た
覚
え
が
あ
る
。
巳
年
で
思
い
起
こ
せ
ば
60
年
前
、

そ
の
当
時
、
日
本
の
人
口
は
、
8
7
0
0
万
人
、

大
卒
の
初
任
給
は
9
2
0
0
円
で
、
今
で
は
、
人

口
は
1.5
倍
、
給
与
は
約
22
倍
と
増
え
て
い
る
。
今

年
は
、
お
伊
勢
さ
ん
に
お
い
て
、
20
年
に
１
度
の

式
年
遷
宮
が
行
わ
れ
る
。
1
3
0
0
年
以
上
続
い

て
い
る
こ
れ
ほ
ど
の
物
づ
く
り
の
技
術
の
継
承
は

な
い
と
思
う
。
私
ど
も
一
般
缶
も
〝
よ
り
良
い
製

品
〞〝
造
る
喜
び
〞〝
届
け
る
誇
り
〞
で
物
づ
く
り

の
ロ
マ
ン
を
追
い
続
け
て
行
き
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。
そ
の
後
、
乾
杯
し
、
な
ご
や
か
に
歓
談
が
行

わ
れ
、
辻
副
理
事
長
の
中
締
め
で
散
会
し
た
。

「一般
缶
の
失
わ
れ
た
市
場
の
回
復
を
め
ざ
す
」

組
合
互
礼
懇
親
会
を
開
催

定
村
会
長

開
催
い
た
し
ま
す
勉
強
会
な
ど
で
の
会
員
間
の
積

極
的
な
意
見
交
換
の
重
要
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
会
員
の
皆
様
と
一
丸
と
な
り
、
時
代
に

あ
っ
た
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
お
客
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
製
品
を
提
供
で
き
る
「
活
力
」
あ
る

体
制
づ
く
り
の
強
化
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
が
皆
様
方
に
実

り
多
く
、
健
康
で
幸
せ
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

賑やかな新年賀詞交歓会の様子

挨拶する定村会長

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

謹 
賀 
新 

年 

（
順
不
同
）

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
│
六
│
一

電　

話
〇
三（
六
八
六
七
）四
一
一
一

代
表
取
締
役
社
長
（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）  

友 

野　

宏

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
│
二
│
三

      　
　
　
　
　

  

日
比
谷
国
際
ビ
ル

電
話
〇
三（
三
五
九
七
）三
一
一
一

代
表
取
締
役
社
長  

林 

田 

英 

治

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
二
│
一
二

電　

話
〇
三（
五
二
一
一
）六
二
一
一

代
表
取
締
役
社
長  

田 

中 

厚 

夫

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
│
二
│
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

丸
の
内
三
井
ビ
ル

電　

話
〇
三（
三
二
一
三
）五
一
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
二
一
三
）五
一
二
六

代
表
取
締
役
社
長  

田 

村 

秀 

行

北
海
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
二
│
一
八
│
一

電　

話
〇
三（
四
五
一
四
）二
〇
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
二
八
〇
）八
一
一
一

e-mail toyo-seikan.co.jp/inquiry/form1.html

代
表
取
締
役
社
長  

金 

子 

俊 

治

東
洋
製
罐
株
式
会
社

新
日
鐵
住
金
株
式
会
社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社

大
阪
府
泉
南
市
り
ん
く
う
南
浜
三
│
一
七

電　

話
〇
七
二（
四
八
二
）〇
一
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
四
八
二
）一
〇
一
五

e-m
ail info@

heiw
a-seikan.co.jp

代
表
取
締
役  

中 

田 

成 

一

平
和
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
西
四
│
七
│
二
〇

電　

話
〇
六（
六
三
三
二
）〇
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
三
四
）〇
二
五
五

e-m
ail m

ikunikinzoku@
nifty.com

代
表
取
締
役  

辻　

亘 

彦

三
国
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
│
二
│
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

本
所
ビ
ル
二
階

電　

話
〇
三（
三
六
二
六
）二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
六
）二
五
〇
二

e-m
ail info634@

tokyo-m
etallicprint.org

会　

長  

中 

田 

正 

和

全
日
本
金
属
印
刷
工
業

 　
　
　

 

協
同
組
合
連
合
会

東
京
都
葛
飾
区
立
石
二
│
二
五
│
一

電　

話
〇
三（
三
六
九
三
）〇
八
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
九
四
）七
七
五
九

代
表
取
締
役  

定 

村　

光

寺
島
製
缶
工
業
株
式
会
社

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
│
六

電　

話
〇
二
九（
八
四
七
）七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九（
八
四
七
）六
七
七
九

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

則 

彦

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
│
四
六
│
九

電　

話
〇
三（
三
六
一
二
）四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
一
七
）五
〇
三
四

代
表
取
締
役  

加 

島　

裕

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
│
二
八
│
一
一

電　

話
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
八

e-m
ail y-hiroham

a@
cap-hiroham

a.com

代
表
取
締
役
社
長  

本 

多 

三 

郎

株
式
会
社
ヒ
ロ
ハ
マ

大
阪
府
高
石
市
取
石
七
│
五
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
二
七
四
）一
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
七
一
）六
三
六
五

e-m
ail shibux@

m
eiw
a-can.jp

代
表
取
締
役  

渋 

谷 

明 

彦

明
和
金
属
工
業
株
式
会
社

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
│
二
八
│
一
二

電　

話
〇
三（
三
八
三
一
）一
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
一
）七
一
四
四

e-m
ail tokyo-eigyou@

kinpodo.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

竹 

内 

雅 

夫

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
│
四
│
五

      　
　
　
　
　

  

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
８
Ｆ

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）七
三
八
八

会　

長  

定 

村  　

光

副
会
長  

渋 

谷 

明 

彦

副
会
長  

池 

田 

祥 

三

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
│
四
│
五

      　
　
　
　
　

  

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
８
Ｆ

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）七
三
八
八

理
事
長  

定 

村　

光

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
│
四
│
一
七

       　
　
　
　

 

千
代
田
第
一
ビ
ル
10
Ｆ

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）一
九
七
三

理
事
長  

渋 

谷 

明 

彦

愛
知
県
瀬
戸
市
安
戸
町
一
三
│
八

電　

話
〇
五
六
一（
八
四
）四
八
五
八

理
事
長  

池 

田 

祥 

三

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

東
京
都
文
京
区
湯
島
三
│
一
六
│
一
三

電　

話
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
六
）〇
六
九
三

e-m
ail info@

nakagaw
a-can.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

中 

川 

太 

郎

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
│
一
三
│
一

電　

話
〇
三（
三
八
六
六
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
六
六
）二
三
八
八

e-m
ail sales@

m
itobe.co.jp

代
表
取
締
役  

水
戸
部 

武 

寿

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

埼
玉
県
八
潮
市
南
後
谷
五
〇
八

電　

話
〇
四
八（
九
三
五
）三
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
三
一
）一
八
四
九

e-m
ail nixtusin@

m
aple.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役  

小 

黒 

保 

満

日
進
製
缶
株
式
会
社

中
川
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
二
│
一
六
│
二

電　

話
〇
三（
三
二
五
五
）三
二
八
一

代
表
取
締
役  

東 

郷 

洋 

次

大
日
製
罐
株
式
会
社

神
奈
川
県
横
浜
市
瀬
谷
区
本
郷
一
│
四
六
│
八

電　

話
〇
四
五（
三
〇
一
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
五（
三
〇
一
）五
九
三
五

e-m
ail info@

saitoseikan.co.jp

代
表
取
締
役  

齋 

藤 

光 

由

齋
藤
製
罐
株
式
会
社

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話
〇
四（
七
一
二
五
）一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
二
五
）三
六
三
七

e-m
ail jingu@

alpha.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役  

神 

宮 

善
太
郎

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

東
京
都
台
東
区
台
東
一
│
六
│
六

電　

話
〇
三（
三
八
三
一
）一
二
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
八
三
五
）一
二
二
四

e-m
ail kom

odaseikan@
viola.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役  

古
茂
田 

隆 

文

古
茂
田
製
罐
株
式
会
社

茨
城
県
守
谷
市
百
合
ヶ
丘
二
│
四
八
〇
七

電　

話
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
二

e-m
ail sugiura-info@

sugiura-seikan.com

代
表
取
締
役  

杉 

浦 

由
記
夫

杉
浦
製
罐
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
松
島
四
│
三
七
│
六

電　

話
〇
三（
三
六
五
四
）八
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
五
五
）七
三
四
八

e-m
ail info@

tohom
etal.co.jp

代
表
取
締
役  

澤 

田 

武 

史

東
邦
金
属
工
業
株
式
会
社 が

ら
開
始
。
今
年
度
秋
と
冬
に
缶
商
品
の
あ
っ
せ

ん
販
売
を
行
い
、
い
ず
れ
も
１
千
缶
以
上
の
成
果

を
上
げ
た
。
今
後
も
継
続
的
に
行
う
。
ま
た
、
社

内
１
万
人
に
対
し
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
送
る
。

『
ス
マ
ー
ト
！！
Ｃ
Ａ
Ｎ
ニ
ュ
ー
ス
』と
い
う
名
前
で
、

な
る
ほ
ど
一
般
缶
と
か
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
缶
詰

缶
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
、
乾
杯
の
音
頭
を
と
り
新
年
を
祝
っ
た
。
歓
談

の
の
ち
、
渋
谷
明
彦
副
会
長
が
中
締
め
の
挨
拶
を

行
い
散
会
し
た
。

平
成
25
年
新
春

平
成
25
年
新
春
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平
成
24
年
11
月
９
日
、
一
般
缶
缶
友
会
主
催
の

J
F
E
ス
チ
ー
ル
㈱
西
日
本
製
鉄
所
工
場
見
学
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

総
勢
20
社
21
名
が
参
加
し
、
広
島
県
福
山
駅
よ
り

J
F
E
ス
チ
ー
ル
㈱
様
の
社
用
バ
ス
で
迎
え
に
来
て

い
た
だ
き
工
場
へ
向
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
事
務
所
会
議
室
で
ご
挨
拶
、
本
日
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
工
場
概
略
説
明
、
ビ
デ
オ
説
明
が

あ
っ
た
あ
と
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
作
業
着
、
ゴ
ー
グ
ル
、

東
都
金
属
印
刷
㈱
　
中
尾
　
誠

無
線
案
内
装
置
を
着
用
し
、
再
度
バ
ス
で
9
0
0
万

㎡
と
い
う
広
大
な
工
場
に
移
動
し
ま
し
た
。
途
中
、

石
炭
や
鉄
鉱
石
の
原
料
ヤ
ー
ド
を
横
に
見
な
が
ら
、

高
炉
へ
と
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
で
は
、
制
御
室
で
原
料
で
あ
る
鉄
鉱
石
、

コ
ー
ク
ス
を
高
炉
に
て
製
銑
と
い
う
鋼
の
も
と
を
取

り
だ
し
不
純
物
を
取
り
除
き
粘
り
の
あ
る
鉄
「
鋼
」

を
作
る
と
こ
ろ
ま
で
を
ボ
ー
ド
で
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
際
、
銑
鉄
が
出
て
く
る
現
場
を
少
し
見
る

こ
と
が
で
き
真
っ
赤
な
鉄
が
流
れ
て
く
る
様
は
壮
観

で
し
た
。

　

次
に
こ
の
見
学

の
メ
イ
ン
で
も
あ

る
熱
延
工
場
へ
再

度
バ
ス
で
移
動
し

ま
し
た
。
こ
ち
ら

で
は
２
階
の
見
学

通
路
を
移
動
し
な

が
ら
製
鋼
さ
れ
た

ス
ラ
ブ
と
い
う
羊

か
ん
状
の
鉄
の
塊

が
工
程
を
進
み
な

が
ら
薄
く
長
い
熱

延
鋼
板
コ
イ
ル
が

ど
ん
ど
ん
出
来
上

が
る
と
こ
ろ
を
見

学
し
ま
し
た
。
見

環
境
保
全
に
配
慮
し
た
技
術
開
発
が

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

一般缶缶友会
工場見学
レポート

「
J
F
E
ス
チ
ー
ル
㈱
西
日
本
製
鉄
所
福
山
地
区
の
工
場
見
学
を
終
え
て
」

工場見学に参加された皆さん─敷地内の高台から

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
│
四
│
三
四

電　

話
〇
六（
六
九
六
三
）〇
四
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
八
）二
九
九
八

代
表
取
締
役  

岩 

橋 

久 

直

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
│
一
四
五

電　

話
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

代
表
取
締
役
社
長  

田 

中
　
康

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
│
三

電　

話
〇
四
七（
四
五
七
）五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
五
七
）七
二
三
八

e-m
ail totom

etal@
nyc.odn.ne.jp

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
│
一
一
│
二
四

電　

話
〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

代
表
取
締
役  

山 

本 
浩 
之

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
八
九
四

電　

話
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
六

e-m
ail sales@

npw
-jp.com

代
表
取
締
役
社
長  

山 

本 

健 

士

ネ
　
ピ
　
ユ
　
ー

株
式
会
社
Ｎ
・
Ｐ
・
Ｗ
技
研

大
阪
府
松
原
市
三
宅
西
四
│
五
四
三
│
一

電　

話
〇
七
二（
三
三
二
）二
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
三
三
三
）〇
二
五
二

e-m
ail info@

kiyoicorp.com

代
表
取
締
役  

渡 

邉 

治 

樹

新
キ
ヨ
イ
鋼
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
万
代
東
一
│
一
│
四
〇

電　

話
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
七

e-m
ail honsha@

inouehiroshi.com

代
表
取
締
役
社
長  

井 

上 

紀 

人

株
式
会
社
井
上
博
商
店

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
二
│
一
二
│
八

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）〇
九
四
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）七
六
四
〇

代
表
取
締
役  

松 

本 

勝 

俊

松
本
金
属
工
業
株
式
会
社

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
│
七
一

電　

話
〇
三（
五
六
八
七
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
八
七
）六
一
五
五

代
表
取
締
役
社
長  

中 

村
　
定

中
村
商
事
株
式
会
社

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

代
表
取
締
役
社
長  

菊 

井
　
治

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話
〇
四
七（
三
六
二
）〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
六
二
）八
七
一
五

代
表
取
締
役  

江 

連
　
一

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

静
岡
県
焼
津
市
大
住
一
二
三
│
一

電　

話
〇
五
四（
六
二
九
）四
九
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
四（
六
二
九
）一
二
五
九

e-m
ail info@

sanyum
achinery.com

代
表
取
締
役  

徳 

永 

一 

廣

株
式
会
社
三
友
機
械
製
作
所

東
京
都
中
央
区
京
橋
一
│
六
│
一
三

電　

話
〇
三（
三
五
六
四
）五
一
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
五
六
四
）五
一
六
五

e-m
ail sales@

nikkaken.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

福 

本 

日
出
男

株
式
会
社
日
本
化
学
研
究
所

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
│
五
│
一
五

電　

話
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
五
〇

e-m
ail shigeru.kokubu@

tom
iyasu.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

伊 

藤 

潤 

一

富

安

株

式

会

社

株
式
会
社
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
金
属
工
場

千
葉
県
野
田
市
木
間
ヶ
瀬
二
五
〇
一
│
一

電　

話
〇
四（
七
一
九
八
）二
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
九
八
）二
七
七
九

代
表
取
締
役  

竹 

腰 

忠 

臣

株
式
会
社
城
北
錻
力

　
　
　
　
　
　
印
刷
工
業
所

謹 
賀 
新 

年 

（
順
不
同
）

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話
〇
四
八（
九
二
五
）一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
八
）二
六
二
〇

代
表
取
締
役  

菊 

井
　
治

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
│
三
八
│
六

電　

話
〇
四
八（
九
五
三
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
五
三
）五
四
二
一

e-m
ail futahasi@

kvp.biglobe.ne.jp

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 

之

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿
冨
田
四
四
六
二

電　

話
〇
二
九
七（
八
六
）二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
八
六
）二
四
二
〇

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

正 

和

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
│
四
八
│
一
五

電　

話
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
六
〇

e-m
ail m

ogi@
steel-leaf.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

茂 

木 

孝 

之

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
本
所
一
│
二
│
三

電　

話
〇
三（
三
六
二
三
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
二
）六
二
六
四

e-m
ail takano@

dance.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役
社
長  

高 

野 

康 

弘

高
野
興
業
株
式
会
社

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

e-m
ail soum

u@
nittocan.com

代
表
取
締
役  

安 

藤 

宏 

行

日
東
製
罐
販
売
株
式
会
社

広
島
県
東
広
島
市
志
和
町
冠
一
一
六
五
│
二

電　

話
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
五
三

e-m
ail yfhikari@

enjoy.ne.jp

代
表
取
締
役
社
長  

吉 

田 

冨
美
男

光
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島
四
│
一
〇
│
四
四

電　

話
〇
六（
六
三
〇
九
）四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
〇
一
）二
一
〇
〇

e-m
ail contact@

zenyu-kinzoku.co.jp

代
表
取
締
役  

馬 

場 

康 

之

善
友
金
属
株
式
会
社

奈
良
県
天
理
市
永
原
町
五
五

電　

話
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
四
一

e-m
ail takagaki@

shintakagaki-can.co.jp

代
表
取
締
役  

髙 

垣 

悦 

夫

新
高
垣
製
缶
株
式
会
社

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
多
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
字
西
松
ヶ
花
一

電　

話
〇
七
七
四（
八
二
）二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
七
四（
八
二
）四
三
二
四

代
表
取
締
役  

奥 

村 

康 

彦

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
丁
一
三
一

電　

話
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
四
〇

e-m
ail info@

shim
om
iya.co.jp

代
表
取
締
役  

下 

宮 

義 

弘

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
│
三
│
二
八

電　

話
〇
六（
六
七
二
三
）五
五
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
二
五
）三
四
七
〇

e-m
ail shim

izu@
osaka-seikan.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

浩 

一

大
阪
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
│
二
四

電　

話
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
八
二

e-m
ail info@

ikuno.co.jp

代
表
取
締
役  

小 
西 
克 
彦

生
野
金
属
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

 　
　
　
　
　
　
　
　

 　

一
│
七
│
三
八

電　

話
〇
六（
六
九
六
八
）六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
二
）三
二
五
八

代
表
取
締
役  

渡 

邊 

靜 

雄

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
摂
津
市
別
府
二
│
三
一
│
一
八

電　

話
〇
六（
六
三
四
九
）一
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
四
九
）七
二
二
八

e-m
ail info@

seibuyouki.co.jp

代
表
取
締
役  

川 

島
　
湊

西
部
容
器
株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町

  　
　
　
　
　
　

 　
　
　

二
│
一
│
一
一

 　
　
　
　
　

 

ビ
ル
ッ
ク
ス
茅
場
町
四
階

電　

話
〇
三（
五
六
一
四
）四
七
五
五

e-m
ail info@

captain-inc.com

代
表
取
締
役  

出 

﨑
　
克

株
式
会
社
キ
ャ
プ
テ
ン

謹 

賀 

新 

年 

（
順
不
同
）

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
五
九

代
表
取
締
役  

大
久
保 

八 

城

日
東
金
属
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
東
海
市
南
柴
田
町
ハ
の
割
一三
八
│
一三

電　

話
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
五

代
表
取
締
役  

大 

岩 

憲 

正

株
式
会
社
伊
賀
井
商
店

大
阪
府
大
阪
市
西
区
北
堀
江
一
│
二
二
│
一
四

電　

話
〇
六（
六
五
四
一
）三
五
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
五
三
九
）二
四
一
五

e-m
ail eigyo@

steelsanco.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

武 

田 

有 

広

三
幸
商
事
株
式
会
社

大
阪
府
吹
田
市
南
正
雀
一
│
二
八
│
一

電　

話
〇
六（
六
三
八
一
）四
四
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
八
一
）六
〇
一
一

e-m
ail shinko@

shinko-litho.co.jp

代
表
取
締
役  

小 

河
　
薫

株
式
会
社   

神　
　

光

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
二
│
六
│
三

電　

話
〇
六（
六
七
四
八
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
四
六
）〇
四
〇
〇

e-m
ail info_kosyo@

korem
atsu.co.jp

代
表
取
締
役  

是 

松 

重 

敏

是
松
鋼
商
株
式
会
社

◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

学
通
路
ま
で
熱
気
が
伝
わ
っ
て
き
て
迫
力
も
満
点

で
し
た
。

　

次
に
バ
ス
で
冷
間
圧
延
工
場
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
は
残
念
な
が
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
中
と
の
こ

と
で
実
際
の
稼
働
は
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
ち
ら
の
工
場
で
は
熱
延
鋼
板
を
洗
浄
、
調
整

圧
延
を
行
い
、
さ
ら
に
圧
延
し
0.14　

〜
3.2　

厚
の
冷

延
鋼
板
を
作
る
工
場
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
バ
ス
で
向
か
っ
た
の
は
表
面
処
理
工
場
で
す
。

こ
ち
ら
の
工
場
も
稼
働
し
て
お
ら
ず
実
際
の
作
業
は

確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
工
場
で
は
メ
ッ
キ

処
理
を
施
し
サ
ビ
に
強
い
表
面
の
美
し
い
表
面
処
理

鋼
板
が
出
来
上
が
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
敷
地
内
の
高
台
に
案
内
さ
れ
福
山
地
区
工
場

を
一
望
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
高
台
は
以
前
、

現
天
皇
陛
下
が
皇
太
子
時
に
お
見
え
に
な
っ
た
際
、

新
設
さ
れ
た
場
所
で
、
こ
の
様
な
機
会
で
な
け
れ
ば

通
常
は
社
員
も
入
れ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
高
台

よ
り
の
景
色
は
と
て
も
広
大
で
、
日
本
の
産
業
の
一

角
を
担
っ
て
い
る
工
場
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認

識
致
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
事
務
所
会
議
室
へ
戻
り
質
疑
応
答
を
行
い

一
日
の
予
定
を
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
工
場
見
学
を
通
じ
て
J
F
E
ス
チ
ー
ル
㈱

西
日
本
製
鉄
所
様
が
製
造
過
程
で
発
生
す
る
電
力
や

水
、
酸
素
な
ど
を
再
利
用
す
る
な
ど
環
境
保
全
に
細

心
の
注
意
を
払
い
、
技
術
を
開
発
し
貢
献
し
続
け
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
大
変
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
通
常
で
は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
こ

の
工
場
見
学
を
企
画
さ
れ
た
幹
事
・
ご
手
配
し
て
下

さ
っ
た
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

mm

mm
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平
成
24
年
11
月
９
日
、
一
般
缶
缶
友
会
主
催
の

J
F
E
ス
チ
ー
ル
㈱
西
日
本
製
鉄
所
工
場
見
学
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

総
勢
20
社
21
名
が
参
加
し
、
広
島
県
福
山
駅
よ
り

J
F
E
ス
チ
ー
ル
㈱
様
の
社
用
バ
ス
で
迎
え
に
来
て

い
た
だ
き
工
場
へ
向
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
事
務
所
会
議
室
で
ご
挨
拶
、
本
日
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
工
場
概
略
説
明
、
ビ
デ
オ
説
明
が

あ
っ
た
あ
と
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
作
業
着
、
ゴ
ー
グ
ル
、

東
都
金
属
印
刷
㈱
　
中
尾
　
誠

無
線
案
内
装
置
を
着
用
し
、
再
度
バ
ス
で
9
0
0
万

㎡
と
い
う
広
大
な
工
場
に
移
動
し
ま
し
た
。
途
中
、

石
炭
や
鉄
鉱
石
の
原
料
ヤ
ー
ド
を
横
に
見
な
が
ら
、

高
炉
へ
と
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
で
は
、
制
御
室
で
原
料
で
あ
る
鉄
鉱
石
、

コ
ー
ク
ス
を
高
炉
に
て
製
銑
と
い
う
鋼
の
も
と
を
取

り
だ
し
不
純
物
を
取
り
除
き
粘
り
の
あ
る
鉄
「
鋼
」

を
作
る
と
こ
ろ
ま
で
を
ボ
ー
ド
で
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
際
、
銑
鉄
が
出
て
く
る
現
場
を
少
し
見
る

こ
と
が
で
き
真
っ
赤
な
鉄
が
流
れ
て
く
る
様
は
壮
観

で
し
た
。

　

次
に
こ
の
見
学

の
メ
イ
ン
で
も
あ

る
熱
延
工
場
へ
再

度
バ
ス
で
移
動
し

ま
し
た
。
こ
ち
ら

で
は
２
階
の
見
学

通
路
を
移
動
し
な

が
ら
製
鋼
さ
れ
た

ス
ラ
ブ
と
い
う
羊

か
ん
状
の
鉄
の
塊

が
工
程
を
進
み
な

が
ら
薄
く
長
い
熱

延
鋼
板
コ
イ
ル
が

ど
ん
ど
ん
出
来
上

が
る
と
こ
ろ
を
見

学
し
ま
し
た
。
見

環
境
保
全
に
配
慮
し
た
技
術
開
発
が

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

一般缶缶友会
工場見学
レポート

「
J
F
E
ス
チ
ー
ル
㈱
西
日
本
製
鉄
所
福
山
地
区
の
工
場
見
学
を
終
え
て
」

工場見学に参加された皆さん─敷地内の高台から

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
│
四
│
三
四

電　

話
〇
六（
六
九
六
三
）〇
四
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
八
）二
九
九
八

代
表
取
締
役  

岩 

橋 

久 

直

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
│
一
四
五

電　

話
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

代
表
取
締
役
社
長  

田 

中
　
康

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
│
三

電　

話
〇
四
七（
四
五
七
）五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
四
五
七
）七
二
三
八

e-m
ail totom

etal@
nyc.odn.ne.jp

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
│
一
一
│
二
四

電　

話
〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

代
表
取
締
役  

山 

本 

浩 

之

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
八
九
四

電　

話
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
六

e-m
ail sales@

npw
-jp.com

代
表
取
締
役
社
長  

山 

本 

健 

士

ネ
　
ピ
　
ユ
　
ー

株
式
会
社
Ｎ
・
Ｐ
・
Ｗ
技
研

大
阪
府
松
原
市
三
宅
西
四
│
五
四
三
│
一

電　

話
〇
七
二（
三
三
二
）二
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
三
三
三
）〇
二
五
二

e-m
ail info@

kiyoicorp.com

代
表
取
締
役  

渡 

邉 

治 

樹

新
キ
ヨ
イ
鋼
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
万
代
東
一
│
一
│
四
〇

電　

話
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
七

e-m
ail honsha@

inouehiroshi.com

代
表
取
締
役
社
長  

井 

上 

紀 

人

株
式
会
社
井
上
博
商
店

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
二
│
一
二
│
八

電　

話
〇
六（
六
三
五
三
）〇
九
四
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
五
三
）七
六
四
〇

代
表
取
締
役  

松 

本 

勝 

俊

松
本
金
属
工
業
株
式
会
社

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
│
七
一

電　

話
〇
三（
五
六
八
七
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
八
七
）六
一
五
五

代
表
取
締
役
社
長  

中 

村
　
定

中
村
商
事
株
式
会
社

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

代
表
取
締
役
社
長  

菊 

井
　
治

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話
〇
四
七（
三
六
二
）〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
七（
三
六
二
）八
七
一
五

代
表
取
締
役  

江 

連
　
一

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

静
岡
県
焼
津
市
大
住
一
二
三
│
一

電　

話
〇
五
四（
六
二
九
）四
九
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
四（
六
二
九
）一
二
五
九

e-m
ail info@

sanyum
achinery.com

代
表
取
締
役  

徳 

永 

一 

廣

株
式
会
社
三
友
機
械
製
作
所

東
京
都
中
央
区
京
橋
一
│
六
│
一
三

電　

話
〇
三（
三
五
六
四
）五
一
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
五
六
四
）五
一
六
五

e-m
ail sales@

nikkaken.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

福 

本 

日
出
男

株
式
会
社
日
本
化
学
研
究
所

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
│
五
│
一
五

電　

話
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
五
六
一
一
）七
七
五
〇

e-m
ail shigeru.kokubu@

tom
iyasu.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

伊 

藤 

潤 

一

富

安

株

式

会

社

株
式
会
社
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
金
属
工
場

千
葉
県
野
田
市
木
間
ヶ
瀬
二
五
〇
一
│
一

電　

話
〇
四（
七
一
九
八
）二
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
九
八
）二
七
七
九

代
表
取
締
役  

竹 

腰 

忠 

臣

株
式
会
社
城
北
錻
力

　
　
　
　
　
　
印
刷
工
業
所

謹 

賀 

新 

年 

（
順
不
同
）

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話
〇
四
八（
九
二
五
）一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
二
八
）二
六
二
〇

代
表
取
締
役  

菊 

井
　
治

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
│
三
八
│
六

電　

話
〇
四
八（
九
五
三
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
八（
九
五
三
）五
四
二
一

e-m
ail futahasi@

kvp.biglobe.ne.jp

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 

之

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿
冨
田
四
四
六
二

電　

話
〇
二
九
七（
八
六
）二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
七（
八
六
）二
四
二
〇

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

正 

和

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
│
四
八
│
一
五

電　

話
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
六
〇

e-m
ail m

ogi@
steel-leaf.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

茂 

木 

孝 

之

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

東
京
都
墨
田
区
本
所
一
│
二
│
三

電　

話
〇
三（
三
六
二
三
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三（
三
六
二
二
）六
二
六
四

e-m
ail takano@

dance.ocn.ne.jp

代
表
取
締
役
社
長  

高 

野 

康 

弘

高
野
興
業
株
式
会
社

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

e-m
ail soum

u@
nittocan.com

代
表
取
締
役  

安 

藤 

宏 

行

日
東
製
罐
販
売
株
式
会
社

広
島
県
東
広
島
市
志
和
町
冠
一
一
六
五
│
二

電　

話
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二（
四
三
三
）五
四
五
三

e-m
ail yfhikari@

enjoy.ne.jp

代
表
取
締
役
社
長  

吉 

田 

冨
美
男

光
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島
四
│
一
〇
│
四
四

電　

話
〇
六（
六
三
〇
九
）四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
〇
一
）二
一
〇
〇

e-m
ail contact@

zenyu-kinzoku.co.jp

代
表
取
締
役  

馬 

場 

康 

之

善
友
金
属
株
式
会
社

奈
良
県
天
理
市
永
原
町
五
五

電　

話
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
四
一

e-m
ail takagaki@

shintakagaki-can.co.jp

代
表
取
締
役  

髙 

垣 

悦 

夫

新
高
垣
製
缶
株
式
会
社

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
多
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
字
西
松
ヶ
花
一

電　

話
〇
七
七
四（
八
二
）二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
七
四（
八
二
）四
三
二
四

代
表
取
締
役  

奥 

村 

康 

彦

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
丁
一
三
一

電　

話
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
二
三
）八
一
四
〇

e-m
ail info@

shim
om
iya.co.jp

代
表
取
締
役  

下 

宮 

義 

弘

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
│
三
│
二
八

電　

話
〇
六（
六
七
二
三
）五
五
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
二
五
）三
四
七
〇

e-m
ail shim

izu@
osaka-seikan.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

浩 

一

大
阪
製
罐
株
式
会
社

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
│
二
四

電　

話
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
八
二

e-m
ail info@

ikuno.co.jp

代
表
取
締
役  

小 

西 

克 

彦

生
野
金
属
株
式
会
社

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

 　
　
　
　
　
　
　
　

 　

一
│
七
│
三
八

電　

話
〇
六（
六
九
六
八
）六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
九
六
二
）三
二
五
八

代
表
取
締
役  

渡 

邊 

靜 

雄

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
摂
津
市
別
府
二
│
三
一
│
一
八

電　

話
〇
六（
六
三
四
九
）一
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
四
九
）七
二
二
八

e-m
ail info@

seibuyouki.co.jp

代
表
取
締
役  

川 

島
　
湊

西
部
容
器
株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町

  　
　
　
　
　
　

 　
　
　

二
│
一
│
一
一

 　
　
　
　
　

 

ビ
ル
ッ
ク
ス
茅
場
町
四
階

電　

話
〇
三（
五
六
一
四
）四
七
五
五

e-m
ail info@

captain-inc.com

代
表
取
締
役  

出 

﨑
　
克

株
式
会
社
キ
ャ
プ
テ
ン

謹 
賀 
新 

年 

（
順
不
同
）

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
│
一
六

電　

話
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
五
九

代
表
取
締
役  

大
久
保 

八 

城

日
東
金
属
工
業
株
式
会
社

愛
知
県
東
海
市
南
柴
田
町
ハ
の
割
一三
八
│
一三

電　

話
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
二（
六
〇
三
）五
五
九
五

代
表
取
締
役  

大 

岩 

憲 
正

株
式
会
社
伊
賀
井
商
店

大
阪
府
大
阪
市
西
区
北
堀
江
一
│
二
二
│
一
四

電　

話
〇
六（
六
五
四
一
）三
五
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
五
三
九
）二
四
一
五

e-m
ail eigyo@

steelsanco.co.jp

代
表
取
締
役
社
長  

武 

田 

有 

広

三
幸
商
事
株
式
会
社

大
阪
府
吹
田
市
南
正
雀
一
│
二
八
│
一

電　

話
〇
六（
六
三
八
一
）四
四
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
三
八
一
）六
〇
一
一

e-m
ail shinko@

shinko-litho.co.jp

代
表
取
締
役  

小 

河
　
薫

株
式
会
社   

神　
　

光

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
二
│
六
│
三

電　

話
〇
六（
六
七
四
八
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六（
六
七
四
六
）〇
四
〇
〇

e-m
ail info_kosyo@

korem
atsu.co.jp

代
表
取
締
役  

是 
松 
重 
敏

是
松
鋼
商
株
式
会
社

◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

学
通
路
ま
で
熱
気
が
伝
わ
っ
て
き
て
迫
力
も
満
点

で
し
た
。

　

次
に
バ
ス
で
冷
間
圧
延
工
場
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
は
残
念
な
が
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
中
と
の
こ

と
で
実
際
の
稼
働
は
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
ち
ら
の
工
場
で
は
熱
延
鋼
板
を
洗
浄
、
調
整

圧
延
を
行
い
、
さ
ら
に
圧
延
し
0.14　

〜
3.2　

厚
の
冷

延
鋼
板
を
作
る
工
場
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
バ
ス
で
向
か
っ
た
の
は
表
面
処
理
工
場
で
す
。

こ
ち
ら
の
工
場
も
稼
働
し
て
お
ら
ず
実
際
の
作
業
は

確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
工
場
で
は
メ
ッ
キ

処
理
を
施
し
サ
ビ
に
強
い
表
面
の
美
し
い
表
面
処
理

鋼
板
が
出
来
上
が
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
敷
地
内
の
高
台
に
案
内
さ
れ
福
山
地
区
工
場

を
一
望
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
高
台
は
以
前
、

現
天
皇
陛
下
が
皇
太
子
時
に
お
見
え
に
な
っ
た
際
、

新
設
さ
れ
た
場
所
で
、
こ
の
様
な
機
会
で
な
け
れ
ば

通
常
は
社
員
も
入
れ
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
高
台

よ
り
の
景
色
は
と
て
も
広
大
で
、
日
本
の
産
業
の
一

角
を
担
っ
て
い
る
工
場
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認

識
致
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
事
務
所
会
議
室
へ
戻
り
質
疑
応
答
を
行
い

一
日
の
予
定
を
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
工
場
見
学
を
通
じ
て
J
F
E
ス
チ
ー
ル
㈱

西
日
本
製
鉄
所
様
が
製
造
過
程
で
発
生
す
る
電
力
や

水
、
酸
素
な
ど
を
再
利
用
す
る
な
ど
環
境
保
全
に
細

心
の
注
意
を
払
い
、
技
術
を
開
発
し
貢
献
し
続
け
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
大
変
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
通
常
で
は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
こ

の
工
場
見
学
を
企
画
さ
れ
た
幹
事
・
ご
手
配
し
て
下

さ
っ
た
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

mm

mm
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平
成
25
年
2
月
か
ら

　
　

   

７
月
ま
で
の
行
事
予
定

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

平
成
24
年

8
／
2　

第
１
回
東
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

9
／
11　

第
４
回
理
事
会
（
役
員
会
）

9
／
14　

東
京
中
央
会
「
中
小
企
業
ト
ッ
プ

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
」

9
／
18　

第
２
回
東
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

9
／
19　
東
京
中
央
会「
情
報
連
絡
員
報
告
会
」

9
／
28　

東
部
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶
工
業
組
合

　
　
　
　

三
役
と
の
懇
談
会

10
／
17　

分
科
会
打
合
せ

10
／
26　
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
打
合
せ

10
／
22　
東
京
中
央
会「
平
成
24
年
度
表
彰
式
」

10
／
22　

東
京
都
紙
器
工
業
協
同
組
合
三
役

　
　
　
　

と
の
懇
談
会

10
／
30　

分
科
会
「
技
術
講
習
会
」

11
／
2　

事
務
局
長
協
会
「
職
員
交
歓
会
」

11
／
5　

第
３
回
東
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

11
／
7　

第
53
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

11
／
21　

第
５
回
理
事
会
（
役
員
会
）

11
／
21　

忘
年
会

平
成
25
年

1
／
8　

東
京
中
央
会「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」

1
／
8　
東
京
都
紙
器
工
業
協
同
組
合「
新
年
会
」

1
／
18　

第
６
回
理
事
会
（
役
員
会
）

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

平
成
24
年

8
／
3　

役
員
会　

10
／
4　
４
Ｓ
会

10
／
12　

全
国
流
通
委
員
会
・
部
会
協
議
会

　
　
　
　
（
大
阪
）

10
／
30　

缶
友
会
ゴ
ル
フ

11
／
21　
Ｓ
Ｋ
Ｔ
会
ゴ
ル
フ

12
／
7　

役
員
会

平
成
25
年

1
／
10　

大
阪
金
属
印
刷
工
業
協
同
組
合　

　
　
　
　
「
新
年
互
礼
会
」

1
／
16　

組
合
新
春
懇
親
会

1
／
29　

合
同
部
会
・
技
術
交
流
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

平
成
24
年

8
／
8　

三
役
、
経
済
産
業
省
新
任
鉄
鋼
課

　
　
　
　

長
へ
挨
拶

10
／
2
〜
5　
「
2
0
1
2
東
京
国
際
包
装
展
」

10
／
12　

全
国
流
通
委
員
会
・
部
会
協
議
会

　
　
　
　
（
大
阪
）

10
／
12　

第
１
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

10
／
24　

ス
チ
ー
ル
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会　

　
　
　
　
「
エ
コ
プ
ロ
2
0
1
2
出
展
ブ
ー

　
　
　
　

ス
Ｗ
Ｇ
打
合
せ
会
」

11
／
14　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
本
州
製
罐

　
　
　
　

㈱
結
城
工
場
見
学
会
」

11
／
27　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

12
／
7　

日
本
鉄
鋼
連
盟
「
鉄
鋼
月
報
調
査

　
　
　
　

改
正
説
明
会
」

12
／
13
〜
15　
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
1
2
」

平
成
25
年

1
／
9　

三
役
年
始
挨
拶
回
り

1
／
10　
ド
ラ
ム
缶
工
業
会「
新
年
賀
詞
交
換
会
」

1
／
17　

全
国
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶
工
業
組
合

　
　
　
　

連
合
会
「
新
年
賀
詞
交
換
会
」

1
／
18　

第
２
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

1
／
18　

新
年
賀
詞
交
歓
会

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

平
成
24
年

8
／
21　

会
計
監
査

8
／
28　

平
成
23
年
度
通
常
総
会

9
／
10　

理
事
会

11
／
9
〜
10　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
㈱
西
日
本

　
　
　
　

製
鉄
所
工
場
見
学
会

12
／
4　

理
事
会
・
忘
年
会

平
成
25
年

1
／
25　

理
事
会
・
新
年
会

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

2
／
13　

東
部
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶
工
業
組
合

　
　
　
　

三
役
と
の
懇
談
会

平
成
24
年
８
月
か
ら

　
平
成
25
年
１
月
ま
で
の
行
事

2
／
22　

第
33
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

3
／
8　

第
７
回
理
事
会
（
役
員
会
）　

4
／
17　

第
54
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

4
／
24　

第
１
回
理
事
会
（
役
員
会
）

5
／
17　

第
２
回
理
事
会
（
役
員
会
）

5
／
17　

第
35
回
通
常
総
会

7
／
5　

第
３
回
理
事
会
（
役
員
会
）

7
／
5　
「
一
般
缶
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
3
」

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

3
／
26　

役
員
会

5
／
16　

缶
友
会
ゴ
ル
フ　
　

5
／
27　

第
45
期
定
時
総
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

2
／
1　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
研
修
会
・

　
　
　
　

新
年
会
」

3
／
8　

第
３
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

3
／
8　

役
員
会

3
／
27　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

6
／
14　

第
35
回
定
時
総
会　

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

3
／
15
〜
16　

研
修
旅
行

4
／
12　

勉
強
会

《
社
長
交
代
》

（
東
日
本
組
合
）

松
本
製
罐
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

松
本　

剛　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
平
成
24
年
９
月

（
東
日
本
特
別
会
員
）

日
本
製
罐
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

城
座
隆
夫　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
平
成
24
年
７
月

《
社
名
変
更
（
合
併
）》

（
特
別
賛
助
会
員
）

新
日
鐵
住
金
㈱
（
旧
新
日
本
製
鐵
㈱
）

《
住
所
変
更
》

（
東
日
本
協
力
会
員
）

新
里
機
工
㈱

　

本
社
：
東
京
都
荒
川
区
東
尾
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一―

一
九―

一
三

　
　
電　

話 

〇
三
（
六
八
〇
七
）
六
七
七
六

　
　
F
A
X 

〇
三
（
六
八
〇
七
）
六
七
七
六

　

工
場
：
東
京
都
足
立
区
鹿
浜
四―

九―

三

　
　
電　

話 

〇
三
（
三
八
五
三
）
七
一
五
〇

　
　
F
A
X 

〇
三
（
三
八
五
三
）
七
一
五
五

組
合
伝
言
板

一
般
缶
缶
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

平
成
24
年
10
月
14
日
、
か
さ
ま
フ
ォ
レ
ス

ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
第
７
回
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
を
開
催
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
15
名
。

成
績
は
次
の
通
り
。

優
勝  

菖
蒲
勝
憲
（
東
都
金
属
印
刷
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

44
・
46
・
90
・
15.6
・
74.4

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

Ｓ
Ｋ
Ｔ
会
ゴ
ル
フ

　

平
成
24
年
10
月
30
日
、
京
都
府
の
田
辺
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
、
晴
天
の
下
、
第
1
4
0

回
缶
友
会
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
。

優
勝　

武
田
和
久
（
三
幸
商
事
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

39
・
44
・
83
・
4
・
79

二
位　

佐
々
木
浩
司
（
富
安
金
属
印
刷
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

46
・
49
・
95
・
12
・
83

三
位　

栢　

宏　
（
明
和
金
属
工
業
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

54
・
48
・
102
・
18
・
84

＊
次
回
は
平
成
25
年
５
月
に
行
う
予
定
。

　

平
成
24
年
11
月
21
日
、
大
阪
府
の
池
田
カ

ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
、
第
47
回
S
K
T
会
ゴ

◆
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

　

平
成
24
年
11
月
７
日
、
筑
波
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
第
53
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
を
開
催
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
23
名

成
績
は
次
の
通
り
。

優
勝  

髙
木
嗣
夫
（
大
日
製
罐
）

　
　
　

  　
　
　
　

 

46
・
46
・
92
・
14
・
78

二
位　

志
賀
正
人
（
エ
ヌ
エ
ス
金
属
）

　
　
　

  　
　
　
　

 

43
・
46
・
89
・
10
・
79

三
位　

二
橋
英
之
（
二
橋
プ
リ
ン
ト
）

　
　
　

  　
　
　
　

 

44
・
47
・
91
・
12
・
79

　

次
回
は
平
成
25
年
４
月
17
日
、
鷹
の
台
カ

ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
行
う
予
定
。

◆
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

第
37
回
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会
協
議
会
を
開
催

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
、
平
成
24

年
10
月
12
日
、
大
阪
市
淀
川
区
宮
原
の
メ
ル
パ
ル

ク
大
阪
会
議
室
で
、
第
37
回
全
国
流
通
委
員
会
・

部
会
協
議
会
を
開
催
し
た
。
今
回
は
西
日
本
組
合

が
当
番
と
な
り
、
27
名
が
出
席
。
西
日
本
の
山
田

事
務
局
長
の
司
会
で
進
行
、
渋
谷
副
会
長
が
開
会

を
宣
し
定
村
会
長
が
挨
拶
し
た
。
こ
の
あ
と
、
各

組
合
代
表
に
よ
る
近
況
報
告
、
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

推
進
協
議
会
報
告
及
び
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ

れ
た
。

〈
各
組
合
代
表
に
よ
る
近
況
報
告
〉

中
部
・
池
田
理
事
長

＊
今
年
は
チ
ャ
イ
ナ
リ
ス
ク
で
経
済
が
冷
え
込
ん

　

で
い
る
。

＊
デ
パ
ー
ト
で
は
、
地
下
売
り
場
は
活
況
を
呈
し

　

て
い
る
が
、
上
階
へ
行
け
ば
行
く
ほ
ど
客
足
は

　

減
少
。
店
頭
で
の
対
面
販
売
は
落
ち
込
み
、
地

　

下
売
り
場
で
も
缶
商
品
は
少
な
い
。

東
日
本
・
定
村
理
事
長

＊
東
日
本
地
区
の
景
況
は
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
。

　
７
〜
９
月
期
の
売
上
動
向
で
は
、
前
年
同
期
比

　

1
0
0
％
を
割
り
込
み
、
平
均
で
96
％
。

＊
今
年
は
街
の
再
開
発
が
盛
ん
。
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
、

　

東
京
ソ
ラ
マ
チ
、
東
京
駅
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な

　

ど
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
が
大
幅
に
増
え
た
が
缶

　

に
結
び
つ
く
も
の
が
少
な
い
。
今
後
は
地
域
に

　

根
ざ
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
必
要
。

西
日
本
・
渋
谷
理
事
長

＊
関
西
地
区
の
上
期
（
４
〜
９
月
）
の
営
業
売
上

　

げ
は
前
年
同
期
比
で
1
0
0
％
を
超
え
る
と
こ

　

ろ
に
落
ち
着
く
見
込
み
。
塗
料
関
係
は
好
調
で

　

あ
っ
た
が
、化
学・ギ
フ
ト
関
係
は
落
ち
込
ん
だ
。

＊
鋼
材
価
格
は
ど
う
な
る
の
か
、
輸
入
物
は
ど
う

　

な
る
の
か
、
等
々
の
意
見
を
聞
き
組
合
活
動
の

　

参
考
に
し
た
い
。

〈
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動
推
進
協
議
会
報
告
〉

広
浜
委
員
長
が
今
後
の
新
規
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

①「
一
般
缶
商
品
購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施

平
成
24
年
９
月
、Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
の
缶
用
鋼
板

営
業
部
が
缶
容
器
の
菓
子
購
入
を
社
内
で
Ｐ
Ｒ
、

千
缶
以
上
の
注
文
が
あ
り
、
社
内
あ
げ
て
一
般
缶

の
需
要
喚
起
に
取
り
組
ま
れ
た
。
わ
が
業
界
も
組

合
員
会
社
を
中
心
と
す
る
関
係
先
を
対
象
に
お
歳

暮
等
で
一
般
缶
商
品
購
入
を
働
き
か
け
、
そ
の
結

果
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
形
で
実
施
す
る
。

②
学
校
教
育
と
の
連
携

＊
学
校
関
係
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
く
。
例
え

　

ば
、
生
徒
の
工
場
見
学
受
入
れ
対
応
可
を
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
卒
業
記
念

　

に
「
お
め
で
と
う
缶
」
を
贈
る
な
ど
。

グ
ル
ー
プ
討
議
で

　
　 
業
界
活
性
化
の
手
が
か
り
に

グ
ル
ー
プ
討
議
で

　
　 
業
界
活
性
化
の
手
が
か
り
に

活発な討議が行われた流通委員会

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

平
成
23
年
度
通
常
総
会
を
開
催

　

一
般
缶
缶
友
会
は
平
成
24
年
８
月
28
日
、

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
会
議
室
で
平
成

23
年
度
通
常
総
会
を
29
名
の
出
席
の
も
と
で

開
催
し
た
。

　

二
橋
英
之
副
会
長
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、

齋
藤
光
由
会
長
が
挨
拶
し
、
髙
木
嗣
夫
副
会

長
が
出
席
状
況
報
告
を
行
っ
た
。
議
長
に
齋

藤
会
長
が
選
ば
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審

議
し
た
。

⑴
平
成
23
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
承

認
の
件
、
⑵
平
成
24
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
決
定
の
件
は
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
決

定
し
た
。
⑶
役
員
改
選
の
件
は
、
次
の
通
り

選
任
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
を
承
諾
し
た
。

理　

事　

齋
藤
光
由
・
髙
木
嗣
夫
・

　
　
　
　

二
橋
英
之
・
小
林
達
生
・

ル
フ
会
を
開
催
し
た
。
成
績
は
次
の
通
り
。

優
勝　

植
中
俊
夫
（
大
日
製
罐
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

42
・
42
・
84
・
5
・
79

二
位　

辻
本
年
克（
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
金
属
工
場
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

51
・
42
・
93
・
11
・
82

三
位　

清
水
雄
一
郎　
（
大
阪
製
罐
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

56
・
51
・
107
・
23
・
84

＊
次
回
は
平
成
25
年
11
月
に
行
う
予
定
。

　
　
　
　

神
宮
善
太
郎
・
江
連　

一
・　
　

　
　
　
　

山
本
健
士
・
鴫
原
邦
明

監
査
役　

清
水
隆
治

⑷
東
京
都
中
小
企
業
団
体
青
年
部
協
議
会
加

入
報
告
の
件

都
内
組
合
青
年
部
連
合
組
織
の
東
京
都
中
小

企
業
団
体
青
年
部
協
議
会
に
本
年
８
月
１
日

付
で
再
加
入
し
た
旨
を
報
告
し
、
全
員
了
承

し
た
。

　

以
上
で
、
平
成
23
年
度
通
常
総
会
を
終
了

し
た
。
こ
の
あ
と
新
理
事
に
よ
り
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
会
長
に
齋
藤
光
由
（
再
任
）、

副
会
長
に
髙
木
嗣
夫（
再
任
）、二
橋
英
之（
再

任
）
が
選
任
さ
れ
た
旨
が
紹
介
さ
れ
、
新
会

長
か
ら
就
任
の
挨
拶
が
あ
っ
た
の
ち
髙
木
副

会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
散
会
し
た
。

一
般
缶
缶
友
会

二
位　

小
黒
保
満
（
日
進
製
缶
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

43
・
39
・
82
・
7.2
・
74.8

三
位　

鴫
原
邦
明
（
ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

45
・
41
・
86
・
10.8
・
75.2

グループ討議での主な意見
①今後の鋼材市況（含輸入鋼材）の動向
＊輸入材は全体的に品質、対応に不安があり、増やす
　つもりはない。
＊輸入材は印刷の色調など問題があるが、価格面で検
　討の余地がある。
＊輸入材は品質の問題があるのでパーツ類で徐 に々使う。
②展示会の有効活用とその効果等
＊展示会は、もっと楽しく何か体験できる場を作り、メディ
　アにも注目されることを考える。
＊展示会に代わるものでは、学校向けチラシを作ったり、
　各地の物産展を活用する。
＊製造ラインの状況や金属印刷の工程などを収めたビデ
　オを流す。
＊巻締めの展示も行い、その技術をアピールすることで
　他素材の関係者にも関心をもってもらう。
③一般缶に対する不満、不安等の解消策
＊缶に対する消費者の不満が、捨て場に困るとか、回
　収頻度が少ないということなので、コンビニ等に回収
　ボックスを置いてもらう。
＊ロットの問題では、自ら敷居を高くしているきらいがある
　ので見直す必要がある。
④一般缶需要喚起のための新市場開拓
＊ギフトは減っていないので、若い世代のイベント的なも
　のに関わる企画をしたらどうか。
＊缶を小型化して一見おしゃれで、ケータイのデコレー
　ションなど、オリジナルな商品を考えたらどうか。

⑤全国流通委員会・部会協議会のあり方
＊組合員会社の工場見学を年１回東西交互に実施し、
　交流する場を作ることで組合員相互のコミュニケーショ
　ンを深めたらどうか。
＊新企画として、２～３社の自社プレゼンを行う。プレゼ
　ンした会社の得意分野などを再確認できるし、自社に
　とってもプラスになる。
⑥一般缶材質表示マークの使用
＊中国製品にスチールマークが使われている。無断使
　用を防止するため、品名、表示等、その実態を早急
　に調査する必要がある。
＊組合を脱退した後もスチールマークもどきを使うケースも
　ある。罰則規定を作る必要がある。
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平
成
25
年
2
月
か
ら

　
　

   

７
月
ま
で
の
行
事
予
定

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

平
成
24
年

8
／
2　

第
１
回
東
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

9
／
11　

第
４
回
理
事
会
（
役
員
会
）

9
／
14　

東
京
中
央
会
「
中
小
企
業
ト
ッ
プ

　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
」

9
／
18　

第
２
回
東
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

9
／
19　
東
京
中
央
会「
情
報
連
絡
員
報
告
会
」

9
／
28　

東
部
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶
工
業
組
合

　
　
　
　

三
役
と
の
懇
談
会

10
／
17　

分
科
会
打
合
せ

10
／
26　
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
打
合
せ

10
／
22　
東
京
中
央
会「
平
成
24
年
度
表
彰
式
」

10
／
22　

東
京
都
紙
器
工
業
協
同
組
合
三
役

　
　
　
　

と
の
懇
談
会

10
／
30　

分
科
会
「
技
術
講
習
会
」

11
／
2　

事
務
局
長
協
会
「
職
員
交
歓
会
」

11
／
5　

第
３
回
東
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

11
／
7　

第
53
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

11
／
21　

第
５
回
理
事
会
（
役
員
会
）

11
／
21　

忘
年
会

平
成
25
年

1
／
8　

東
京
中
央
会「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」

1
／
8　
東
京
都
紙
器
工
業
協
同
組
合「
新
年
会
」

1
／
18　

第
６
回
理
事
会
（
役
員
会
）

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

平
成
24
年

8
／
3　

役
員
会　

10
／
4　
４
Ｓ
会

10
／
12　

全
国
流
通
委
員
会
・
部
会
協
議
会

　
　
　
　
（
大
阪
）

10
／
30　

缶
友
会
ゴ
ル
フ

11
／
21　
Ｓ
Ｋ
Ｔ
会
ゴ
ル
フ

12
／
7　

役
員
会

平
成
25
年

1
／
10　

大
阪
金
属
印
刷
工
業
協
同
組
合　

　
　
　
　
「
新
年
互
礼
会
」

1
／
16　

組
合
新
春
懇
親
会

1
／
29　

合
同
部
会
・
技
術
交
流
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

平
成
24
年

8
／
8　

三
役
、
経
済
産
業
省
新
任
鉄
鋼
課

　
　
　
　

長
へ
挨
拶

10
／
2
〜
5　
「
2
0
1
2
東
京
国
際
包
装
展
」

10
／
12　

全
国
流
通
委
員
会
・
部
会
協
議
会

　
　
　
　
（
大
阪
）

10
／
12　

第
１
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

10
／
24　

ス
チ
ー
ル
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会　

　
　
　
　
「
エ
コ
プ
ロ
2
0
1
2
出
展
ブ
ー

　
　
　
　

ス
Ｗ
Ｇ
打
合
せ
会
」

11
／
14　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
本
州
製
罐

　
　
　
　

㈱
結
城
工
場
見
学
会
」

11
／
27　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

12
／
7　

日
本
鉄
鋼
連
盟
「
鉄
鋼
月
報
調
査

　
　
　
　

改
正
説
明
会
」

12
／
13
〜
15　
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
1
2
」

平
成
25
年

1
／
9　

三
役
年
始
挨
拶
回
り

1
／
10　
ド
ラ
ム
缶
工
業
会「
新
年
賀
詞
交
換
会
」

1
／
17　

全
国
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶
工
業
組
合

　
　
　
　

連
合
会
「
新
年
賀
詞
交
換
会
」

1
／
18　

第
２
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

1
／
18　

新
年
賀
詞
交
歓
会

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

平
成
24
年

8
／
21　

会
計
監
査

8
／
28　

平
成
23
年
度
通
常
総
会

9
／
10　

理
事
会

11
／
9
〜
10　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
㈱
西
日
本

　
　
　
　

製
鉄
所
工
場
見
学
会

12
／
4　

理
事
会
・
忘
年
会

平
成
25
年

1
／
25　

理
事
会
・
新
年
会

﹇
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

2
／
13　

東
部
十
八
リ
ッ
ト
ル
缶
工
業
組
合

　
　
　
　

三
役
と
の
懇
談
会

平
成
24
年
８
月
か
ら

　
平
成
25
年
１
月
ま
で
の
行
事

2
／
22　

第
33
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

3
／
8　

第
７
回
理
事
会
（
役
員
会
）　

4
／
17　

第
54
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

4
／
24　

第
１
回
理
事
会
（
役
員
会
）

5
／
17　

第
２
回
理
事
会
（
役
員
会
）

5
／
17　

第
35
回
通
常
総
会

7
／
5　

第
３
回
理
事
会
（
役
員
会
）

7
／
5　
「
一
般
缶
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
3
」

﹇
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
﹈

3
／
26　

役
員
会

5
／
16　

缶
友
会
ゴ
ル
フ　
　

5
／
27　

第
45
期
定
時
総
会

﹇
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
﹈

2
／
1　

鉄
鋼
製
品
団
体
協
会
「
研
修
会
・

　
　
　
　

新
年
会
」

3
／
8　

第
３
回
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

　
　
　
　

推
進
協
議
会

3
／
8　

役
員
会

3
／
27　

ス
チ
ー
ル
缶
連
絡
協
議
会

6
／
14　

第
35
回
定
時
総
会　

﹇
一
般
缶
缶
友
会
﹈

3
／
15
〜
16　

研
修
旅
行

4
／
12　

勉
強
会

《
社
長
交
代
》

（
東
日
本
組
合
）

松
本
製
罐
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

松
本　

剛　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
平
成
24
年
９
月

（
東
日
本
特
別
会
員
）

日
本
製
罐
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長　

城
座
隆
夫　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
平
成
24
年
７
月

《
社
名
変
更
（
合
併
）》

（
特
別
賛
助
会
員
）

新
日
鐵
住
金
㈱
（
旧
新
日
本
製
鐵
㈱
）

《
住
所
変
更
》

（
東
日
本
協
力
会
員
）

新
里
機
工
㈱

　

本
社
：
東
京
都
荒
川
区
東
尾
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一―

一
九―

一
三

　
　
電　

話 

〇
三
（
六
八
〇
七
）
六
七
七
六

　
　
F
A
X 

〇
三
（
六
八
〇
七
）
六
七
七
六

　

工
場
：
東
京
都
足
立
区
鹿
浜
四―

九―

三

　
　
電　

話 

〇
三
（
三
八
五
三
）
七
一
五
〇

　
　
F
A
X 

〇
三
（
三
八
五
三
）
七
一
五
五

組
合
伝
言
板

一
般
缶
缶
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

平
成
24
年
10
月
14
日
、
か
さ
ま
フ
ォ
レ
ス

ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
第
７
回
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
を
開
催
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
15
名
。

成
績
は
次
の
通
り
。

優
勝  

菖
蒲
勝
憲
（
東
都
金
属
印
刷
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

44
・
46
・
90
・
15.6
・
74.4

缶
友
会
ゴ
ル
フ
会

Ｓ
Ｋ
Ｔ
会
ゴ
ル
フ

　

平
成
24
年
10
月
30
日
、
京
都
府
の
田
辺
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
、
晴
天
の
下
、
第
1
4
0

回
缶
友
会
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
。

優
勝　

武
田
和
久
（
三
幸
商
事
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

39
・
44
・
83
・
4
・
79

二
位　

佐
々
木
浩
司
（
富
安
金
属
印
刷
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

46
・
49
・
95
・
12
・
83

三
位　

栢　

宏　
（
明
和
金
属
工
業
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

54
・
48
・
102
・
18
・
84

＊
次
回
は
平
成
25
年
５
月
に
行
う
予
定
。

　

平
成
24
年
11
月
21
日
、
大
阪
府
の
池
田
カ

ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
、
第
47
回
S
K
T
会
ゴ

◆
西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会

　

平
成
24
年
11
月
７
日
、
筑
波
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
第
53
回
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
を
開
催
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
23
名

成
績
は
次
の
通
り
。

優
勝  

髙
木
嗣
夫
（
大
日
製
罐
）

　
　
　

  　
　
　
　

 

46
・
46
・
92
・
14
・
78

二
位　

志
賀
正
人
（
エ
ヌ
エ
ス
金
属
）

　
　
　

  　
　
　
　

 

43
・
46
・
89
・
10
・
79

三
位　

二
橋
英
之
（
二
橋
プ
リ
ン
ト
）

　
　
　

  　
　
　
　

 

44
・
47
・
91
・
12
・
79

　

次
回
は
平
成
25
年
４
月
17
日
、
鷹
の
台
カ

ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
行
う
予
定
。

◆
東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

第
37
回
全
国
流
通
委
員
会
・
部
会
協
議
会
を
開
催

　

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会
は
、
平
成
24

年
10
月
12
日
、
大
阪
市
淀
川
区
宮
原
の
メ
ル
パ
ル

ク
大
阪
会
議
室
で
、
第
37
回
全
国
流
通
委
員
会
・

部
会
協
議
会
を
開
催
し
た
。
今
回
は
西
日
本
組
合

が
当
番
と
な
り
、
27
名
が
出
席
。
西
日
本
の
山
田

事
務
局
長
の
司
会
で
進
行
、
渋
谷
副
会
長
が
開
会

を
宣
し
定
村
会
長
が
挨
拶
し
た
。
こ
の
あ
と
、
各

組
合
代
表
に
よ
る
近
況
報
告
、
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動

推
進
協
議
会
報
告
及
び
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ

れ
た
。

〈
各
組
合
代
表
に
よ
る
近
況
報
告
〉

中
部
・
池
田
理
事
長

＊
今
年
は
チ
ャ
イ
ナ
リ
ス
ク
で
経
済
が
冷
え
込
ん

　

で
い
る
。

＊
デ
パ
ー
ト
で
は
、
地
下
売
り
場
は
活
況
を
呈
し

　

て
い
る
が
、
上
階
へ
行
け
ば
行
く
ほ
ど
客
足
は

　

減
少
。
店
頭
で
の
対
面
販
売
は
落
ち
込
み
、
地

　

下
売
り
場
で
も
缶
商
品
は
少
な
い
。

東
日
本
・
定
村
理
事
長

＊
東
日
本
地
区
の
景
況
は
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
。

　
７
〜
９
月
期
の
売
上
動
向
で
は
、
前
年
同
期
比

　

1
0
0
％
を
割
り
込
み
、
平
均
で
96
％
。

＊
今
年
は
街
の
再
開
発
が
盛
ん
。
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
、

　

東
京
ソ
ラ
マ
チ
、
東
京
駅
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な

　

ど
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
が
大
幅
に
増
え
た
が
缶

　

に
結
び
つ
く
も
の
が
少
な
い
。
今
後
は
地
域
に

　

根
ざ
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
必
要
。

西
日
本
・
渋
谷
理
事
長

＊
関
西
地
区
の
上
期
（
４
〜
９
月
）
の
営
業
売
上

　

げ
は
前
年
同
期
比
で
1
0
0
％
を
超
え
る
と
こ

　

ろ
に
落
ち
着
く
見
込
み
。
塗
料
関
係
は
好
調
で

　

あ
っ
た
が
、化
学・ギ
フ
ト
関
係
は
落
ち
込
ん
だ
。

＊
鋼
材
価
格
は
ど
う
な
る
の
か
、
輸
入
物
は
ど
う

　

な
る
の
か
、
等
々
の
意
見
を
聞
き
組
合
活
動
の

　

参
考
に
し
た
い
。

〈
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動
推
進
協
議
会
報
告
〉

広
浜
委
員
長
が
今
後
の
新
規
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

①「
一
般
缶
商
品
購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施

平
成
24
年
９
月
、Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
の
缶
用
鋼
板

営
業
部
が
缶
容
器
の
菓
子
購
入
を
社
内
で
Ｐ
Ｒ
、

千
缶
以
上
の
注
文
が
あ
り
、
社
内
あ
げ
て
一
般
缶

の
需
要
喚
起
に
取
り
組
ま
れ
た
。
わ
が
業
界
も
組

合
員
会
社
を
中
心
と
す
る
関
係
先
を
対
象
に
お
歳

暮
等
で
一
般
缶
商
品
購
入
を
働
き
か
け
、
そ
の
結

果
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
形
で
実
施
す
る
。

②
学
校
教
育
と
の
連
携

＊
学
校
関
係
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
く
。
例
え

　

ば
、
生
徒
の
工
場
見
学
受
入
れ
対
応
可
を
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
卒
業
記
念

　

に
「
お
め
で
と
う
缶
」
を
贈
る
な
ど
。

グ
ル
ー
プ
討
議
で

　
　 

業
界
活
性
化
の
手
が
か
り
に

グ
ル
ー
プ
討
議
で

　
　 

業
界
活
性
化
の
手
が
か
り
に

活発な討議が行われた流通委員会

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

平
成
23
年
度
通
常
総
会
を
開
催

　

一
般
缶
缶
友
会
は
平
成
24
年
８
月
28
日
、

東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
会
議
室
で
平
成

23
年
度
通
常
総
会
を
29
名
の
出
席
の
も
と
で

開
催
し
た
。

　

二
橋
英
之
副
会
長
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、

齋
藤
光
由
会
長
が
挨
拶
し
、
髙
木
嗣
夫
副
会

長
が
出
席
状
況
報
告
を
行
っ
た
。
議
長
に
齋

藤
会
長
が
選
ば
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審

議
し
た
。

⑴
平
成
23
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
承

認
の
件
、
⑵
平
成
24
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
決
定
の
件
は
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
決

定
し
た
。
⑶
役
員
改
選
の
件
は
、
次
の
通
り

選
任
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
を
承
諾
し
た
。

理　

事　

齋
藤
光
由
・
髙
木
嗣
夫
・

　
　
　
　

二
橋
英
之
・
小
林
達
生
・

ル
フ
会
を
開
催
し
た
。
成
績
は
次
の
通
り
。

優
勝　

植
中
俊
夫
（
大
日
製
罐
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

42
・
42
・
84
・
5
・
79

二
位　

辻
本
年
克（
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
金
属
工
場
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

51
・
42
・
93
・
11
・
82

三
位　

清
水
雄
一
郎　
（
大
阪
製
罐
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

56
・
51
・
107
・
23
・
84

＊
次
回
は
平
成
25
年
11
月
に
行
う
予
定
。

　
　
　
　

神
宮
善
太
郎
・
江
連　

一
・　
　

　
　
　
　

山
本
健
士
・
鴫
原
邦
明

監
査
役　

清
水
隆
治

⑷
東
京
都
中
小
企
業
団
体
青
年
部
協
議
会
加

入
報
告
の
件

都
内
組
合
青
年
部
連
合
組
織
の
東
京
都
中
小

企
業
団
体
青
年
部
協
議
会
に
本
年
８
月
１
日

付
で
再
加
入
し
た
旨
を
報
告
し
、
全
員
了
承

し
た
。

　

以
上
で
、
平
成
23
年
度
通
常
総
会
を
終
了

し
た
。
こ
の
あ
と
新
理
事
に
よ
り
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
会
長
に
齋
藤
光
由
（
再
任
）、

副
会
長
に
髙
木
嗣
夫（
再
任
）、二
橋
英
之（
再

任
）
が
選
任
さ
れ
た
旨
が
紹
介
さ
れ
、
新
会

長
か
ら
就
任
の
挨
拶
が
あ
っ
た
の
ち
髙
木
副

会
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
散
会
し
た
。

一
般
缶
缶
友
会

二
位　

小
黒
保
満
（
日
進
製
缶
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

43
・
39
・
82
・
7.2
・
74.8

三
位　

鴫
原
邦
明
（
ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
）

　
　
　

 　
　
　
　

  

45
・
41
・
86
・
10.8
・
75.2

グループ討議での主な意見
①今後の鋼材市況（含輸入鋼材）の動向
＊輸入材は全体的に品質、対応に不安があり、増やす
　つもりはない。
＊輸入材は印刷の色調など問題があるが、価格面で検
　討の余地がある。
＊輸入材は品質の問題があるのでパーツ類で徐 に々使う。
②展示会の有効活用とその効果等
＊展示会は、もっと楽しく何か体験できる場を作り、メディ
　アにも注目されることを考える。
＊展示会に代わるものでは、学校向けチラシを作ったり、
　各地の物産展を活用する。
＊製造ラインの状況や金属印刷の工程などを収めたビデ
　オを流す。
＊巻締めの展示も行い、その技術をアピールすることで
　他素材の関係者にも関心をもってもらう。
③一般缶に対する不満、不安等の解消策
＊缶に対する消費者の不満が、捨て場に困るとか、回
　収頻度が少ないということなので、コンビニ等に回収
　ボックスを置いてもらう。
＊ロットの問題では、自ら敷居を高くしているきらいがある
　ので見直す必要がある。
④一般缶需要喚起のための新市場開拓
＊ギフトは減っていないので、若い世代のイベント的なも
　のに関わる企画をしたらどうか。
＊缶を小型化して一見おしゃれで、ケータイのデコレー
　ションなど、オリジナルな商品を考えたらどうか。

⑤全国流通委員会・部会協議会のあり方
＊組合員会社の工場見学を年１回東西交互に実施し、
　交流する場を作ることで組合員相互のコミュニケーショ
　ンを深めたらどうか。
＊新企画として、２～３社の自社プレゼンを行う。プレゼ
　ンした会社の得意分野などを再確認できるし、自社に
　とってもプラスになる。
⑥一般缶材質表示マークの使用
＊中国製品にスチールマークが使われている。無断使
　用を防止するため、品名、表示等、その実態を早急
　に調査する必要がある。
＊組合を脱退した後もスチールマークもどきを使うケースも
　ある。罰則規定を作る必要がある。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
ご
健
勝
で
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
一
昨

年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
年
と
し
て
期

待
さ
れ
た
一
年
で
し
た
が
、
世
界
経
済
の
変
調
、

領
土
問
題
を
め
ぐ
る
中
国
、
韓
国
と
の
関
係
悪
化

等
、
日
本
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
変
厳
し
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
経
済
は
相
変
わ
ら
ず
デ
フ
レ
が

続
き
、
一
部
ユ
ー
ザ
ー
の
中
に
は
他
素
材
容
器
に

移
行
す
る
動
き
が
い
ま
だ
に
あ
り
、
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
平
成
25
年
の
当
連
合
会
の

活
動
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
第
一
に
Ｐ
Ｒ
活
動
の

継
続
と
強
化
で
あ
り
ま
す
。
特
に
今
年
は
一
般
缶

を
容
器
と
し
て
使
用
し
て
い
る
商
品
を
広
く
世
の

中
に
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
方
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
一
般
缶
商
品
を
業
界
関
係
者
の

皆
様
、
及
び
家
族
の
方
々
に
広
く
ご
利
用
し
て
い

逆
境
の
今
こ
そ
連
帯
し
て
需
要
喚
起
活
動
を

定
村
　
光

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会 

会
長

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合 

理
事
長

鉄
鋼
産
業
の
成
長
と
安
定
供
給
を
期
待

鉄
鋼
課
長
　
山
下
　
隆
一

経
済
産
業
省
製
造
産
業
局

年   拶挨の 頭

年頭の挨拶
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た
だ
き
、
業
界
内
部
か
ら
需
要
を
喚
起
す
る
活
動

を
中
心
に
進
め
て
い
く
方
針
で
す
。
ま
ず
は
我
々

の
足
元
か
ら
需
要
の
波
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
第
二
は
小
学
生
、
中
学
生
な
ど
将

来
の
消
費
者
の
主
力
に
な
る
子
供
た
ち
に
一
般
缶

の
特
性
を
知
っ
て
も
ら
い
一
般
缶
に
小
さ
い
と
き

か
ら
馴
染
ん
で
も
ら
い
、
将
来
的
な
一
般
缶
の
需

要
の
喚
起
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
、
学
校
関
係
に
も
こ
の
活
動
を
働
き

か
け
て
い
く
方
針
で
す
。

　

一
般
缶
を
取
り
巻
く
状
況
は
一
層
厳
し
く
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、〝
逆
境
〞
の
と
き
こ
そ
、
業
界

が
連
帯
を
求
め
ら
れ
て
い
る
時
で
す
。
こ
の
二
つ

の
テ
ー
マ
を
中
心
に
今
年
も
当
連
合
会
は
活
動
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
今
年
一
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、

〝
明
る
い
年
〞
で
あ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
円
高
や
電
力
問
題
な
ど
、
国
内
事
業
環

境
は
引
き
続
き
厳
し
い
中
、
世
界
経
済
の
減
速
傾
向

が
強
ま
り
、
そ
の
一
方
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
鉄
鋼
業

の
生
産
能
力
は
増
え
続
け
た
た
め
、
急
速
に
過
剰
供

給
構
造
に
陥
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
背

景
の
下
、
韓
国
・
中
国
等
と
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
大
競

争
の
時
代
に
突
入
し
、そ
れ
に
伴
い
、市
況
は
低
迷
し
、

国
際
的
な
保
護
主
義
も
強
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
鉄
鋼
業
界
が
今
後
も
継
続
的
な
成

長
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
鉄
鋼
業
だ
け
で
な

く
、
鉄
鋼
の
重
要
な
供
給
先
で
あ
る
我
が
国
製
造
業
、

我
が
国
産
業
が
強
靭
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
我
が
国
の
産
業
は
、
高
齢
化
等
の
課

題
先
進
国
と
し
て
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
通
じ
た
成
長
と
と
も
に
、
海
外
の
成
長

を
広
く
、
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

鉄
鋼
業
と
し
て
も
、
ま
ず
は
、「
徹
底
的
な
経
営

基
盤
の
強
化
」
が
重
要
で
す
。
内
需
を
確
実
に
取
り

込
み
、
海
外
需
要
を
獲
得
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経

営
基
盤
を
強
化
し
、
国
際
競
争
力
の
維
持
・
強
化
を

図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
産
・
流
通
体
制
の
集
約

化
・
効
率
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
コ
ス
ト
競
争
力
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
高
度
な
製
品
開
発
を
加
速
化

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
昨
年
は
象
徴
的
な
経
営

統
合
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
、
競
争
力
強
化
に

向
け
た
再
編
等
の
動
き
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
輸

送
機
器
等
の
軽
量
化
に
資
す
る
革
新
鋼
板
の
開
発
や
、

異
種
材
料
の
接
合
・
複
層
化
技
術
な
ど
の
開
発
に
、

官
民
あ
げ
て
取
り
組
む
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
国
内

事
業
環
境
の
整
備
に
向
け
、
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン

グ
上
問
題
と
な
る
税
制
等
の
見
直
し
や
物
流
イ
ン
フ

R

一般缶材質表示マーク

一般缶商品購入キャンペーン実施中
　全日本一般缶工業団体連合会は昨年12月から「もっと使おう、贈り物
もイッパンカン」を合い言葉に一般缶商品購入キャンペーンを実施中です。
私たちの生活の一部を支えている「缶入り商品」。その優れた機能性や美

しさをもっともっと世の中に広
めていくため、まずは一般缶業
界に関わりをもつ人たちが、す
すんで缶入り商品を購入して
いこうという趣旨で始めました。
春夏秋冬、色 な々シーンで贈り
物を選ぶ機会はたくさんありま
す。その際にはぜひ缶入り商
品をお選びください。

「缶入り商品」を自社で手作り─（有）鳥居製缶
　（有）鳥居製缶（本社：静岡市、社長鳥居廣氏）では毎年、お年賀用に「缶
入り商品」を自社で作っている。自社の缶を必ず使うことを原則に社員の中で
企画し中身は金平糖、煎餅、落花生、タオルなど何でもＯＫ。受け取られた方か
ら「どこで売ってるの？」と聞かれることもあり、
「限定非売品」ながら本当に新規受注がとれ
たこともあるそうです。今年は自社製のサーク
ル缶に手作りラベルを貼りこれまた手作りのクッ
キーを入れて作った＝写真。同社では「多くの
缶は贈答向けに作られているので機会があれ
ばいろいろな場面で使ってみたい」（鳥居社
長）と自ら缶の需要拡大に取り組んでいる。

全日本一般缶工業団体連合会

「東京パック」「エコプロ」に出展
一般缶を大いにＰＲ！
「東京パック」「エコプロ」に出展
一般缶を大いにＰＲ！
　全日本一般缶工業団体連合会は、一般缶ＰＲ事業
活動の一環として、東京ビッグサイトで開催された２大
展示会に出展した。

「2012東京国際包装展」（東京パック）（24.10.2～5）
　「もっと知ろう、もっと使おう一般缶」をキャッチフレー
ズに、優れた特性の１つ「密封性・気密性」を強調し、
そのイメージをアピールするため、食品等中身入りの一
般缶を中心に展示。来場者数は、前回を上回る６万５
千人。当ブースでは２千セット用意したパンフレット、スラ
イドケース入りの袋はすべてなくなる盛況ぶりでした。

「エコプロダクツ2012」（24.12.13～15）
　例年通りスチール缶リサイクル協会、全国十八リット
ル缶工業組合連合会と共同で出展。来場者数は、前
回を若干下回る17万８千人。当ブースにも午前中から
午後にかけ小中学生が押し寄せクイズに挑戦。最終
の土曜日は家族連れで混み合い、３日間にわたり、エコ
に貢献する「一般缶」をＰＲした。

賑わいを見せたエコプロダクツ2012多くの方が訪れた東京パック2012

全日本一般缶工業団体連合会

平成２４年４月～１１月迄の一般缶生産出荷実績
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（　）内は前年同月実績
経済産業省経済産業政策局調査統計部鉱工業動態統計室編（鉄鋼統計月報より）

「
現
場
で
役
立
つ
電
気
の
基
礎
」に
参
加
し
て

水
戸
部
製
缶
㈱
　
江
尻
　
孝

　

平
成
24
年
10
月
30
日
、
す
み
だ
中
小
企
業
セ
ン

タ
ー
の
ご
協
力
に
よ
り
、
技
術
分
科
会
主
催
の
技

術
講
習
会
「
現
場
で
役
立
つ
電
気
の
基
礎
」
が
開

催
さ
れ
、
７
社
11
名
で
参
加
し
ま
し
た
。　
　
　

　

講
師
の
同
セ
ン
タ
ー
八
巻
技
術
相
談
員
か
ら
非

常
に
解
り
易
く
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
講
習
内
容

と
し
て
、①「
電
気
」
と
は―

回
路
・
交
流
・
直
流
・

電
圧
・
電
流
②
ス
イ
ッ
チ
の
構
造
上
の
種
類
、
接

点
の
種
類
「
Ａ
接
点
・Ｂ
接
点
」
等
③
テ
ス
タ
ー

を
安
全
か
つ
装
置
を
壊
さ
な
い
た
め
の
基
本
的
な

使
い
方
④
リ
レ
ー
の
基
礎―

原
理
か
ら
使
い
方
ま

で
⑤
電
気
制
御
の
基
本
回
路
で
あ
る
自
己
保
持
回

路
を
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
配
線
図
等
か
ら

実
配
線
を
行
う
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
習
参
加
を
振
り
返
っ
て
、Ｎ
Ｃ
で
は
な
い
一

般
の
凡
用
工
作
機
械
は
電
気
制
御
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の

基
礎
を
理
解
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
程

度
の
電
気
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
れ
ば
、
テ

ス
タ
ー
を
安
全
に
使
う
こ
と
に
よ
り
、

自
ら
対
処
で
き
る
の
で
、
時
間
ロ
ス

や
電
気
技
術
者
等
の
コ
ス
ト
削
減
に

も
貢
献
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合 

分
科
会
レ
ポ
ー
ト

熱心に受講する
参加者の皆さん

年   感所頭


